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沖縄県宮古島市久松方言 
 

 

 

沖縄県宮古島市久松方言位置図 

 

【沖縄県宮古方言区画】 中本（2014）を参照。 

【久松方言について】 久松方言は、宮古本島の中西部

に位置する久松地区で話されている宮古語の方言で

ある。久松地区は行政的に沖縄県宮古島市平良地域

に属し、久貝（フガバラ）と松原（マツバラ）の二

つの集落からなる。久貝方言と松原方言は、語彙面

においては、僅かな差異（e.g. 桑の木：<久貝> バナ

キヅギー；<松原> バンキヅギー、虫払い（害虫払い

の行事）：<久貝> ムスルムﾟ；<松原> ムルムﾟ、ハマ

ユウ（植物）：<久貝> ビーング；<松原> サディフ）

しか見られないが、音声面や文法面などにおいては、

差異がほぼ見られない。また、現地の人は「久松」

のことを「野崎」（ヌザキヅ）と呼び、「久松方言」の

ことを「野崎口」（ヌザキヅフツ）と言う。 

【表記について】 本稿では、音素と表記をできるだけ

一対一で対応させる。そのため、以下のように /pžža/ 

[ps̩sa] と /kžža/ [ks̩sa] の /ža/ [sa] の音声と /sa/ [sa] 

の音声、また /pžži/ [pɕ̩ɕi] と /kžži/ [kɕ̩ɕi] の /ži/ [ɕi] 

の音声と /si/ [ɕi] の音声が同じであっても、前者を

「ヅァ」「ヅィ」のように、後者を「サ」「シ」のよ

うに異なる表記を採用する。また、/u/ と /vu/ の音

声はいずれも [u] だが、「追う」という動詞の活用パ

ターンを考慮する上で、/vaa/ /vui/ /uu/ と分析するよ

り /vaa/ /vui/ /vuu/ と分析したほうが語幹を /vu-/ 

と /u-/ の 2 種類を設定しなくて済む。そのため、こ

の 2 つの音素を区別するために、/vu/ を「ウゥ」と

表記するが、音声上では「ウ」と同じである。 

/pž/ =ピヅ（[ps̩]）、/pžž/ =ピヅー（[ps̩ː]）、/pžža/ =ピヅヅ

ァ（[ps̩sa]）、/pžži/ =ピヅヅィ（[pɕ̩ɕi]）、/pžžu/ =ピヅヅ

ゥ（[ps̩su]）、/pžžju/ =ピヅヅュ（[pɕ̩ɕu]） 

/bž/ =ビヅ（[bz̩]）、/bžž/ =ビヅー（[bz̩ː]）、/bžža/ =ビヅヅ

ァ（[bz̩za]）、/bžži/ =ビヅヅィ（[bʑ̩ʑi]）、/bžžu/ =ビヅヅ

ゥ（[bz̩zu]）、/bžžju/ =ビヅヅュ（[bʑ̩ʑu]） 

/kž/ =キヅ（[ks̩]）、/kžž/ =キヅー（[ks̩ː]）、/kžža/ =キヅヅ

ァ（[ks̩sa]）、/kžži/ =キヅヅィ（[kɕ̩ɕi]）、/kžžu/ =キヅヅ

ゥ（[ks̩su]）、/kžžju/ =キヅヅュ（[kɕ̩ɕu]） 

/gž/ =ギヅ（[ɡz̩]）、/gžž/ =ギヅー（[ɡz̩ː]）、/gžža/ =ギヅヅ

ァ（[ɡz̩za]）、/gžži/ =ギヅヅィ（[ɡʑ̩ʑi]）、/gžžu/ =ギヅヅ

ゥ（[ɡz̩zu]）、/gžžju/ =ギヅヅュ（[ɡʑ̩ʑu]） 

/va/ =ワ（[ʋa]）、/vi/ =ウィ（[ʋi]）、/vu/ =ウゥ（[u]） 

/vva/ =ヴヴァ（[vva]）、/vvi/ =ヴヴィ（[vvi]）、/vvu/ =

ヴヴゥ（[vvu]） 

/sɨ/ =ス（[sɨ]）、/su/ =スゥ（[su]） 

/cɨ/ =ツ（[ʦɨ]）、/cu/ =ツゥ（[ʦu]） 

/zɨ/ =ズ（[ʣɨ]）、/zu/ =ズゥ（[ʣu]） 

/fɨ/ =フ（[fɯ]） 

成節子音：/v/ =ヴ（[v̩]）、/vv/ =ヴー（[v̩ː]）、/n/ =ン

（[n̩~ŋ̍]）、/nn/ =ンー（[n̩ː~ ŋ̍ː]）、/m/ =ム（゚[m̩ː]）、/mm/ 

=ムﾟー（[m̩ː]）、/ž/ =ヅ（[z̩]）、/žž/ =ヅー（[z̩ː]） 

なお、成節子音は単独で現れる場合、あるいは子

音の直後に現れる場合（ž のみ）は、母音のスロット

に入ると考え、母音の前後に現れる場合は、子音の

スロットに入ると考える。 

久松方言の音韻論および形容詞に関する詳しい

記述は陶（2020）、動詞の分類および不規則動詞の認

定に関する詳しい記述は陶（2023）を参照されたい。 

【調査概要】 本稿の記述は主に、2020 年から 2022 年

の電話調査で 1958（昭和 33）年生まれの女性のコン

サルタントから得られたデータ、及び 2022 年 12 月・

2023 年 7 月のフィールドワークで 1949（昭和 24）

年生まれの男性のコンサルタントから得られたデー

タによる。一部、2018 年から 2019 年に数名のコン

サルタントから収集したデータも参照している。 
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沖縄県宮古島市久松方言の活用表 

《動詞: 三段型》 

 三段型 (1-i) 書く 三段型 (1-ii) 乗る・登る 
三段型 (1-iii) 

形容詞の動詞化接辞 

終
止
類 

断定非過去 カキヅ ヌーヅ カー／カヅ 

断定過去 カキヅター ヌー（ヅ）ター カ（ヅ）ター 

推量非過去 カキヅムﾟ ヌーヅムﾟ カ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 カキヅタムﾟ ヌー（ヅ）タムﾟ カ（ヅ）タムﾟ 

命令 カキ ヌーリ （該当形 欠） 

禁止 カキヅナ ヌーヅナ （該当形 欠） 

意志 カカー 

カカディ 

ヌーラー 

ヌーラディ 

（該当形 欠） 

予定・義務 カキヅ ガマタ ヌーヅ ガマタ （該当形 欠） 

接
続
類 

連体非過去 カキヅ ヌーヅ カー／カヅ 

連体過去 カキヅター ヌー（ヅ）ター カ（ヅ）ター 

中止 1 カキ（ー） ヌーリ（ー） カリ（ー） 

中止 2 カキッティ ヌーリッティ カリッティ／カーッティ 

仮定 1 カキヅチカー ヌーヅチカー カ（ー）チカー／カ（ヅ）チカー 

仮定 2 カキバ 

カカバ 

カキヅバ 

ヌーリバ 

ヌーラバ 

ヌーヅバ 

カリバ 

カラバ 

カーバ／カヅバ 

同時 カキヅシャーナ ヌーヅシャーナ （該当形 欠） 

理由 1 カキバ 

カキヅバ 

ヌーリバ 

ヌーヅバ 

カリバ 

カーバ／カヅバ 

理由 2 カカッジャバ ヌーラッジャバ （該当形 欠） 

逆接 カキヅスゥガ ヌーヅスゥガ カースゥガ／カヅスゥガ 

目的 カキヅガ ヌーヅガ （該当形 欠） 

譲歩 カキバンマイ 

カカバンマイ 

ヌーリバンマイ 

ヌーラバンマイ 

カリバンマイ 

カラバンマイ 

派
生
類 

否定 カカン ヌーラン （該当形 欠） 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 カカス 

カカシミヅ 

ヌーラス 

ヌーラシミヅ 

カラス 

受身 カカレーヅ ヌーラレーヅ （該当形 欠） 

可能 カカレーヅ ヌーラレーヅ （該当形 欠） 

尊敬 カカマヅ ヌーラマヅ （該当形 欠） 

継続 カキ ウー ヌーリ ウー カリ ウー 

希望 カキヅブス 

カカバー 

ヌーヅブス 

ヌーラバー 

カラバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞: 三段型》 

 三段型 (2) 出す 三段型 (3-i) 買う 三段型 (3-ii) 思う 三段型 (4-i) 読む 

終
止
類 

断定非過去 イダス コー ウムー ユムﾟ 

断定過去 イダスター コーター ウムーター ユムﾟター 

推量非過去 イダスムﾟ コームﾟ ウムームﾟ ユムﾟ 

推量過去 イダスタムﾟ コータムﾟ ウムータムﾟ ユムﾟタムﾟ 

命令 イダシ カイ ウムイ ユミ 

禁止 イダスナ コーナ ウムーナ ユムﾟナ 

意志 イダサー 

イダサディ 

カー 

カーディ 

ウマー 

ウマーディ 

ユマー 

ユマディ 

予定・義務 イダス ガマタ コー ガマタ ウムー ガマタ ユムﾟ ガマタ 

接
続
類 

連体非過去 イダス コー ウムー ユムﾟ 

連体過去 イダスター コーター ウムーター ユムﾟター 

中止 1 イダシ（ー） カイ ウムイ ユミ（ー） 

中止 2 イダシッティ カイッティ ウムイッティ ユミッティ 

仮定 1 イダスチカー コーチカー ウムーチカー ユムﾟチカー 

仮定 2 イダシバ 

イダサバ 

イダスバ 

カイバ 

カーバ 

コーバ 

ウムイバ 

ウマーバ 

ウムーバ 

ユミバ 

ユマバ 

ユムﾟバ 

同時 イダスシャーナ コーシャーナ ウムーシャーナ ユムﾟシャーナ 

理由 1 イダシバ 

イダスバ 

カイバ 

コーバ 

ウムイバ 

ウムーバ 

ユミバ 

ユムﾟバ 

理由 2 イダサッジャバ カーッジャバ ウマーッジャバ ユマッジャバ 

逆接 イダススゥガ コースゥガ ウムースゥガ ユムﾟスゥガ 

目的 イダスガ コーガ ウムーガ ユムﾟガ 

譲歩 イダシバンマイ 

イダサバンマイ 

カイバンマイ 

カーバンマイ 

ウムイバンマイ 

ウマーバンマイ 

ユミバンマイ 

ユマバンマイ 

派
生
類 

否定 イダサン カーン ウマーン ユマン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 イダサス 

イダサシミヅ 

カース 

カーシミヅ 

ウマース 

ウマーシミヅ 

ユマス 

ユマシミヅ 

受身 イダサレーヅ カーレーヅ ウマーレーヅ ユマレーヅ 

可能 イダサレーヅ カーレーヅ ウマーレーヅ ユマレーヅ 

尊敬 イダサマヅ カーマヅ ウマーマヅ ユママヅ 

継続 イダシ ウー カイ ウー ウムイ ウー ユミ ウー 

希望 イダスブス 

イダサバー 

コーブス 

カーバー 

ウムーブス 

ウマーバー 

ユムﾟブス 

ユマバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞: 三段型・一段型》 

 三段型 (4-ii) 眠る 三段型 (4-iii) 切る 一段型 (1) 探す 

終
止
類 

断定非過去 ニヴ キヅー トゥミヅ 

断定過去 ニヴター キヅター トゥミ（ヅ）ター 

推量非過去 ニヴムﾟ キヅムﾟ トゥミ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 ニヴタムﾟ キヅタムﾟ トゥミ（ヅ）タムﾟ 

命令 ニヴヴィ キヅヅィ トゥミル 

禁止 ニヴナ キヅ（ー）ナ トゥミ（ヅ）ナ 

意志 ニヴヴァー 

ニヴヴァディ 

キヅヅァー 

キヅヅァディ 

トゥミヨー 

トゥミディ 

予定・義務 ニヴ ガマタ キヅー ガマタ／キヅガマタ トゥミ（ヅ） ガマタ 

接
続
類 

連体非過去 ニヴ キヅー トゥミヅ 

連体過去 ニヴター キヅター トゥミ（ヅ）ター 

中止 1 ニヴヴィ キヅヅィ トゥミ 

中止 2 ニヴヴィッティ キヅヅィッティ トゥミッティ 

仮定 1 ニヴチカー キヅ（ー）チカー トゥミ（ヅ）チカー 

仮定 2 ニヴヴィバ 

ニヴヴァバ 

ニヴバ 

キヅヅィバ 

キヅヅァバ 

キヅーバ 

トゥミ（ヅ）バ 

トゥミルバ 

同時 ニヴシャーナ キヅ（ー）シャーナ トゥミ（ヅ）シャーナ 

理由 1 ニヴヴィバ 

ニヴバ 

キヅヅィバ 

キヅーバ 

トゥミ（ヅ）バ 

トゥミルバ 

理由 2 ニヴヴァッジャバ キヅヅァッジャバ トゥミッジャバ 

逆接 ニヴスゥガ キヅースゥガ トゥミ（ヅ）スゥガ 

目的 ニヴガ キヅーガ トゥミ（ヅ）ガ 

譲歩 ニヴヴィバンマイ 

ニヴヴァバンマイ 

キヅヅィバンマイ 

キヅヅァバンマイ 

トゥミルバンマイ 

派
生
類 

否定 ニヴヴァン キヅヅァン トゥミン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 ニヴヴァス 

ニヴヴァシミヅ 

キヅヅァス 

キヅヅァシミヅ 

トゥミシミヅ 

受身 （該当形 欠） キヅヅァレーヅ トゥミラレーヅ 

可能 ニヴヴァレーヅ キヅヅァレーヅ トゥミラレーヅ 

尊敬 ニヴヴァマヅ キヅヅァマヅ トゥミサマヅ 

継続 ニヴヴィ ウー キヅヅィ ウー トゥミ ウー 

希望 ニヴブス 

ニヴヴァバー 

キヅーブス 

キヅヅァバー 

トゥミ（ヅ）ブス 

トゥミ（ル）バー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞: 一段型》 

 一段型 (2) 「来る」の敬語※ 一段型 (2) 「する」の敬語、尊敬接辞 

終
止
類 

断定非過去 ンメーヅ （サ）マヅ 

断定過去 ンメー（ヅ）ター （サ）マ（ヅ）ター 

推量非過去 ンメー（ヅ）ムﾟ （サ）マ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 ンメー（ヅ）タムﾟ （サ）マ（ヅ）タムﾟ 

命令 ンメ（ー）チ （サ）マチ 

禁止 ンメー（ヅ）ナ （サ）マ（ヅ）ナ 

意志 ンメーディ （サ）マディ 

予定・義務 ンメー（ヅ） ガマタ （サ）マ（ヅ） ガマタ 

接
続
類 

連体非過去 ンメーヅ （サ）マヅ 

連体過去 ンメー（ヅ）ター （サ）マ（ヅ）ター 

中止 1 ンメー／ンメイ （サ）マイ 

中止 2 ンメーッティ／ンメイッティ （サ）マイッティ 

仮定 1 ンメー（ヅ）チカー （サ）マ（ヅ）チカー 

仮定 2 ンメー（ヅ）バ 

ンメーバ／ンメイバ 

（サ）マ（ヅ）バ 

（サ）マイバ 

同時 ンメー（ヅ）シャーナ （サ）マ（ヅ）シャーナ 

理由 1 ンメー（ヅ）バ 

ンメーバ／ンメイバ 

（サ）マ（ヅ）バ 

（サ）マイバ 

理由 2 （該当形 欠） （該当形 欠） 

逆接 ンメー（ヅ）スゥガ （サ）マ（ヅ）スゥガ 

目的 （該当形 欠） （該当形 欠） 

譲歩 ンメイバンマイ 

ンメーバンマイ 

（サ）マイバンマイ 

（サ）マバンマイ 

派
生
類 

否定 ンメーン （サ）マン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 ンメーシミヅ （サ）マシミヅ 

受身 （該当形 欠） （該当形 欠） 

可能 ンメーラレーヅ （サ）マラレーヅ 

尊敬 ンメーサマヅ （サ）マラレーヅ 

継続 ンメー ウー／ンメイ ウー （該当形 欠） 

希望 ンメー（ヅ）ブス 

ンメーバー 

（サ）マ（ヅ）ブス 

（サ）マバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 

 

※「来る」の敬語としてのみ使う話者が多いが、一部の話者は「来る」と「いる」両方の敬語として使う。

また、宮古島の他の地域では、「行く」の敬語として使う話者もいるが、現時点では久松において「行く」

の敬語として使う話者は確認されていない。 
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《動詞: 不規則動詞》 

 不規則 (r/ii) いる 不規則 (r/SP) ある 

終
止
類 

断定非過去 ウー／ウヅ アー／アヅ 

断定過去 ウ（ヅ）ター ア（ヅ）ター 

推量非過去 ウ（ヅ）ムﾟ ア（ヅ）ムﾟ 

推量過去 ウ（ヅ）タムﾟ ア（ヅ）タムﾟ 

命令 ウリ （該当形 欠） 

禁止 ウーナ／ウヅナ （該当形 欠） 

意志 ウラー 

ウラディ 

（該当形 欠） 

予定・義務 ウ（ヅ） ガマタ ア（ヅ） ガマタ 

接
続
類 

連体非過去 ウー／ウヅ アー／アヅ 

連体過去 ウ（ヅ）ター ア（ヅ）ター 

中止 1 ウリ（ー） アリ（ー） 

中止 2 ウリッティ／ウーッティ アリッティ／アーッティ 

仮定 1 ウ（ー）チカー／ウ（ヅ）チカー ア（ー）チカー／ア（ヅ）チカー 

仮定 2 ウリバ 

ウラバ 

ウーバ／ウヅバ 

アリバ 

アラバ 

アーバ／アヅバ 

同時 ウーシャーナ／ウヅシャーナ （該当形 欠） 

理由 1 ウリバ 

ウーバ／ウヅバ 

アリバ 

アーバ／アヅバ 

理由 2 ウラッジャバ （該当形 欠） 

逆接 ウースゥガ／ウヅスゥガ アースゥガ／アヅスゥガ 

目的 （該当形 欠） （該当形 欠） 

譲歩 ウリバンマイ 

ウラバンマイ 

アリバンマイ 

アラバンマイ 

派
生
類 

否定 ウラン 

《ミーン》 

《ニャーン》 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 ウラス 

ウラシミヅ 

（該当形 欠） 

受身 （該当形 欠） （該当形 欠） 

可能 ウラレーヅ （該当形 欠） 

尊敬 ウラマヅ （該当形 欠） 

継続 ウリ ウー アリ ウー 

希望 ウーブス／ウヅブス 

ウラバー 

アラバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞: 不規則動詞》 

 不規則 (ff/r) 降る 

終
止
類 

接
続
類 

派
生
類 

断定非過去 ッフ／フヅ／フー 

断定過去 ッフター／フ（ヅ）ター／フッター 

推量非過去 ッフムﾟ／フヅムﾟ／フムﾟ 

推量過去 ッフタムﾟ／フ（ヅ）タムﾟ／フッタムﾟ 

命令 ッフィ／フリ 

禁止 ッフナ／フヅナ／フーナ 

意志 ッファディ／フラディ 

予定・義務 ッフ ガマタ／フヅ ガマタ／フー ガマタ 

接
続
類 

接
続
類 

派
生
類 

連体非過去 ッフ／フヅ／フー 

連体過去 ッフター／フ（ヅ）ター／フッター 

中止 1 ッフィ（ー）／フリ（ー） 

中止 2 ッフィッティ／フリッティ 

仮定 1 ッフチカー／フヅチカー／フ（ー）チカー 

仮定 2 ッフィ／フリバ 

ッファバ 

ッフバ／フヅバ／フーバ 

同時 （該当形 欠） 

理由 1 ッフィ／フリバ 

ッフバ／フヅバ／フーバ 

理由 2 （該当形 欠） 

逆接 ッフスゥガ／フヅスゥガ／フースゥガ 

目的 （該当形 欠） 

譲歩 ッフィバンマイ／フリバンマイ 

ッファバンマイ／フラバンマイ 

派
生
類 

接
続
類 

派
生
類 

否定 ッファン／フラン 

丁寧 （該当形 欠） 

使役 ッファス／フラス 

ッファシミヅ／フラシミヅ 

受身 ッファレーヅ／フラレーヅ 

可能 （該当形 欠） 

尊敬 （該当形 欠） 

継続 ッフィ ウー 

希望 ッファバー／フラバー 

のだ （該当形 欠） 
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《動詞: 不規則動詞》 

 不規則 (r/ss) 知る・知っている 不規則 (n/i) 死ぬ 

終
止
類 

接
続
類 

派
生
類 

断定非過去 ッシュー（ヅ） スン 

断定過去 ッシュー（ヅ）ター スンター 

推量非過去 ッシュー（ヅ）ムﾟ スン 

推量過去 ッシュー（ヅ）タムﾟ スンタムﾟ 

命令 ッシューリ スニ 

スニル 

禁止 （該当形 欠） スンナ 

意志 ッサー／ッシューラー 

ッサディ／ッシューラディ 

スナー 

スナディ 

予定・義務 ッシュー（ヅ） ガマタ スン ガマタ 

接
続
類 

接
続
類 

派
生
類 

連体非過去 ッシュー（ヅ） スン 

連体過去 ッシュー（ヅ）ター スンター 

中止 1 ッシ（ー）／ッシューリ（ー） スニ（ー） 

中止 2 ッシューリッティ／ッシューッティ スニッティ 

仮定 1 ッシュー（ヅ）チカー スンチカー 

仮定 2 ッシューリバ 

ッシューラバ 

ッシュー（ヅ）バ 

スニ（ル）バ 

スナバ 

スンバ 

同時 （該当形 欠） （該当形 欠） 

理由 1 ッシューリバ 

ッシュー（ヅ）バ 

スニ（ル）バ 

スンバ 

理由 2 ッサ（ー）ッジャバ／ッシューラッジャバ スナッジャバ 

逆接 ッシュー（ヅ）スゥガ スンスゥガ 

目的 （該当形 欠） スンガ 

譲歩 ッシーバンマイ／ッシューリバンマイ 

ッサバンマイ／ッシューラバンマイ 

スニバンマイ 

スナバンマイ 

スニルバンマイ 

派
生
類 

接
続
類 

派
生
類 

否定 ッサン／ッシューラン スナン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 ッサス 

ッサシミヅ 

スナス 

スナシミヅ 

受身 ッサーレーヅ／ッシューラレーヅ （該当形 欠） 

可能 ッサーレーヅ／ッシューラレーヅ スナレーヅ 

尊敬 ッシューラマヅ スナマヅ 

継続 ッシ（ー） ウー スニ ウー 

希望 ッシュー（ヅ）ブス 

ッシューラバー 

スンブス 

スナバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞: 不規則動詞》 

 不規則 (ž/SP) 来る 不規則 (ii/ss/SP) する 

終
止
類 

断定非過去 キヅー シーヅ／ッス／スー 

断定過去 キヅター シー（ヅ）ター／ッスター／スーター 

推量非過去 キヅムﾟ シー（ヅ）ムﾟ／ッスムﾟ 

推量過去 キヅタムﾟ シー（ヅ）タムﾟ／ッスタムﾟ／スータムﾟ 

命令 クー シール／ッシ 

禁止 キヅ（ー）ナ シー（ヅ）ナ／ッスナ／スーナ 

意志 クーディ  シーヨー 

シーディ 

予定・義務 キヅー ガマタ／キヅガマタ シー（ヅ） ガマタ／ッス ガマタ／スー ガマタ 

接
続
類 

連体非過去 キヅー シーヅ／ッス／スー 

連体過去 キヅター シー（ヅ）ター／ッスター／スーター 

中止 1 キヅヅィ（ー） シー／ッシ（ー） 

中止 2 キヅヅィッティ シーッティ 

シティ 

仮定 1 キヅ（ー）チカー シー（ヅ）チカー／ッスチカー／スーチカー 

仮定 2 キヅヅィバ 

キヅヅァバ 

キヅーバ 

シー（ヅ）バ 

シールバ／ッシバ 

同時 （該当形 欠） シー（ヅ）シャーナ／ッ（ス）シャーナ 

理由 1 キヅヅィバ 

キヅーバ 

シー（ヅ）バ 

シールバ／ッシバ 

理由 2 クーッジャバ シーッジャバ 

逆接 キヅースゥガ シー（ヅ）スゥガ／ッ（ス）スゥガ／スースゥガ 

目的 （該当形 欠） シー（ヅ）ガ／ッスガ／スーガ 

譲歩 キヅヅィバンマイ 

クーバンマイ 

シールバンマイ 

派
生
類 

否定 クーン シーン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 クーシミヅ シーシミヅ 

シミヅ 

受身 （該当形 欠） シーラレーヅ 

可能 クーラレーヅ シーラレーヅ 

尊敬 クーサマヅ 

《ンメーヅ》 

《サマヅ》 

シーサマヅ 

継続 キヅヅィ ウー シー ウー／ッシ ウー 

希望 キヅーブス 

クーバー 

シー（ヅ）ブス／スーブス 

シー（ル）バー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《形容詞: 非自立型》 

 
非自立型 美味しい 

単独形／叙述形 動詞形 

終
止
類 

断定非過去 ンマムヌ ンマカー 

ンマカヅ 

断定過去 ンマムヌ（ドゥ） ヤ（ヅ）ター ンマカ（ヅ）ター 

推量非過去 ンマムヌ（ドゥ） ヤ（ヅ）ムﾟ ンマカ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 ンマムヌ（ドゥ） ヤ（ヅ）タムﾟ ンマカ（ヅ）タムﾟ 

感嘆 ンマ （該当形 欠） 

接
続
類 

連体非過去 ンマ ンマカー 

ンマカヅ 

連体過去 （該当形 欠） ンマカ（ヅ）ター 

中止 1 ンマムヌバシ（ー） ンマカリ（ー） 

中止 2 ンマムヌバシッティ ンマカリッティ 

仮定 1 ンマムヌ ヤーチカー 

ンマムヌ ヤヅチカー 

ンマカーチカー 

ンマカヅチカー 

仮定 2 ンマムヌ ヤリバ 

ンマムヌ ヤラバ 

ンマムヌ ヤ（ー）バ 

ンマムヌ ヤヅバ 

ンマカリバ 

ンマカラバ 

ンマカーバ 

ンマカヅバ 

理由 ンマムヌ ヤ（ー）バ 

ンマムヌ ヤヅバ 

ンマカリバ 

ンマカーバ 

ンマカヅバ 

逆接 ンマムヌ ヤ（ー）スゥガ 

ンマムヌ ヤヅスゥガ 

ンマムヌスゥガ 

ンマカースゥガ 

ンマカヅスゥガ 

譲歩 ンマムヌ ヤリバンマイ 

ンマムヌ ヤラバンマイ 

ンマカリバンマイ 

ンマカラバンマイ 

派
生
類 

否定 ンマッファ ニャーン （該当形 欠） 

なる ンマフ ナヅ ンマカリ ナヅ 

副詞 ンマフ ンマカリ 

丁寧 ンマムヌ（ドゥ） ヤラマヅ （該当形 欠） 

使役 （該当形 欠） ンマカラス 

継続 （該当形 欠） ンマカリ（ドゥ） ウー 

希望 （該当形 欠） ンマカラバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《形容詞: 自立型》 

 
自立型 優しい 

単独形／叙述形 動詞形 

終
止
類 

断定非過去 キヅムカギ（ムヌ） キヅムカギカー 

キヅムカギカヅ 

断定過去 キヅムカギ（ムヌ）（ドゥ） ヤ（ヅ）ター キヅムカギカ（ヅ）ター 

推量非過去 キヅムカギ（ムヌ）（ドゥ） ヤ（ヅ）ムﾟ キヅムカギカ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 キヅムカギ（ムヌ）（ドゥ） ヤ（ヅ）タムﾟ キヅムカギカ（ヅ）タムﾟ 

感嘆 キヅムカギ （該当形 欠） 

接
続
類 

連体非過去 キヅムカギ キヅムカギカー 

キヅムカギカヅ 

連体過去 （該当形 欠） キヅムカギカ（ヅ）ター 

中止 1 キヅムカギムヌバシ（ー） キヅムカギカリ（ー） 

中止 2 キヅムカギムヌバシッティ 

キヅムカギ ヤリッティ 

キヅムカギカリッティ 

仮定 1 キヅムカギ（ムヌ） ヤーチカー 

キヅムカギ（ムヌ） ヤヅチカー 

キヅムカギカーチカー 

キヅムカギカヅチカー 

仮定 2 キヅムカギ（ムヌ） ヤリバ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤラバ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤ（ー）バ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤヅバ 

キヅムカギカリバ 

キヅムカギカラバ 

キヅムカギカーバ 

キヅムカギカヅバ 

理由 キヅムカギ（ムヌ） ヤ（ー）バ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤヅバ 

キヅムカギカリバ 

キヅムカギカーバ 

キヅムカギカヅバ 

逆接 キヅムカギ（ムヌ） ヤ（ー）スゥガ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤヅスゥガ 

キヅムカギ（ムヌ）スゥガ 

キヅムカギカースゥガ 

キヅムカギカヅスゥガ 

譲歩 キヅムカギ（ムヌ） ヤリバンマイ 

キヅムカギ（ムヌ） ヤラバンマイ 

キヅムカギカリバンマイ 

キヅムカギカラバンマイ 

派
生
類 

否定 キヅムカギッファ ニャーン （該当形 欠） 

なる キヅムカギフ ナヅ キヅムカギカリ ナヅ 

副詞 キヅムカギフ キヅムカギカリ 

丁寧 キヅムカギ（ムヌ） ヤラマヅ （該当形 欠） 

使役 （該当形 欠） キヅムカギカラス 

継続 （該当形 欠） キヅムカギカリ（ドゥ） ウー 

希望 （該当形 欠） キヅムカギカラバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《形容名詞述語・名詞述語》 

 形容名詞 とても良い 名詞 先生（だ） 

終
止
類 

断定非過去 ジョートゥ シンシー 

断定過去 ジョートゥ（ドゥ） ヤ（ヅ）ター シンシー（ドゥ） ヤ（ヅ）ター 

推量非過去 ジョートゥ（ドゥ） ヤ（ヅ）ムﾟ シンシー（ドゥ） ヤ（ヅ）ムﾟ 

推量過去 ジョートゥ（ドゥ） ヤ（ヅ）タムﾟ シンシー（ドゥ） ヤ（ヅ）タムﾟ 

感嘆 ジョートゥ （該当形 欠） 

接
続
類 

連体非過去 《ジョートゥヌ》 《シンシーヌ》 

連体過去 ジョートゥ（ドゥ） ヤ（ヅ）ター シンシー（ドゥ） ヤ（ヅ）ター 

中止 1 ジョートゥバシ（ー） シンシーバシ（ー） 

中止 2 ジョートゥバシッティ シンシーバシッティ 

仮定 1 ジョートゥ ヤーチカー 

ジョートゥ ヤ（ヅ）チカー 

シンシー ヤーチカー 

シンシー ヤ（ヅ）チカー 

仮定 2 ジョートゥ ヤリバ 

ジョートゥ ヤラバ 

ジョートゥ ヤ（ー）バ 

ジョートゥ ヤヅバ 

シンシー ヤリバ 

シンシー ヤラバ 

シンシー ヤ（ー）バ 

シンシー ヤヅバ 

理由 ジョートゥ ヤ（ー）バ 

ジョートゥ ヤヅバ 

シンシー ヤ（ー）バ 

シンシー ヤヅバ 

逆接 ジョートゥ ヤ（ー）スゥガ 

ジョートゥ ヤヅスゥガ 

ジョートゥスゥガ 

シンシー ヤ（ー）スゥガ 

シンシー ヤヅスゥガ 

シンシースゥガ 

譲歩 ジョートゥ ヤリバンマイ 

ジョートゥ ヤラバンマイ 

シンシー ヤリバンマイ 

シンシー ヤラバンマイ 

派
生
類 

否定 ジョートゥヤ アラン シンシーヤ アラン 

なる ジョートゥン ナヅ 

ジョートゥンカイ ナヅ 

ジョートゥバシ ナヅ 

シンシーン ナヅ 

シンシーンカイ ナヅ 

シンシーバシ ナヅ 

副詞 ジョートゥン 

ジョートゥンカイ 

ジョートゥバシ 

（該当形 欠） 

丁寧 ジョートゥ（ドゥ） ヤラマヅ シンシー（ドゥ） ヤラマヅ 

使役 （該当形 欠） （該当形 欠） 

継続 ジョートゥバシ ウー シンシーバシ ウー 

希望 ジョートゥ ヤラバー シンシー ヤラバー 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） 

 

※ 焦点助詞「ドゥ」のあとのコピュラの「ヤ」が「ア」になることもある。また、焦点助詞の有無にかかわ

らず、丁寧形の「ヤラマヅ」が「アラマヅ」になることが可能である。 
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動詞（コピュラを含む）の基幹形 

活用型 語例 語幹末音 語幹 基幹 1 基幹 2 基幹 3 

三段型

（III） 

 

1-i 書く k kak- カキヅ- kak·ž- カキ- kak·i- カカ- kak·a- 

漕ぐ g kug- クギヅ- kug·ž- クギ- kug·i- クガ- kug·a- 

遊ぶ 

 

p 

 

asɨp- 

app- 

アスピヅ- 

アッピヅ- 

asɨp·ž- 

app·ž- 

アスピ- 

アッピ- 

asɨp·i- 

app·i- 

アスパ- 

アッパ- 

asɨp·a- 

app·a- 

飛ぶ b tub- トゥビゥ- tub·ž- トゥビ- tub·i- トゥバ- tub·a- 

1-ii 乗る・登る r nuur- ヌーヅ- nuur·ž- 

(→nuuž-) 

ヌーリ- nuur·i- ヌーラ- nuur·a- 

 取る 

 

r tur- 

 

トゥヅ- 

 

tur·ž- 

(→tuž-) 

トゥリ- 

 

tur·i- 

 

トゥラ- 

 

tur·a- 

 

   トゥイ- *tu·i-   

1-iii 形容詞の動詞化接辞 r kar- カヅ- 

 

kar·ž- 

(→kaž-) 

カリ- 

 

kar·i- カラ- 

 

kar·a- 

 

カ- *kar·φ- 

(→ka-) 

    

2 出す s idas- イダス- idas·ɨ- イダシ- idas·i- イダサ- idas·a- 

言う・歌う z anz- アン（ズ）- 

 

*anz·ɨ- 

(→an(zɨ)-) 

アンジ- anz·i- アンザ- anz·a- 

立つ 

 

t 

 

tat- 

 

タツ- 

 

tat·ɨ- 

(→tacɨ-) 

タチ- 

 

tat·i- 

(→taci-) 

タタ- 

 

tat·a- 

 

作る f cɨf- ツフ- cɨf·ɨ- ツフィ- cɨf·i- ツファ- cɨf·a- 

3-i 

 

3-ii 

 

買う a 

 

ka- 

 

コー- 

 

ka·u- 

(→koo-) 

カイ- 

 

ka·i- 

 

カー- 

 

ka·a- 

 

思う u umu- ウムー- umu·u- ウムイ- umu·i- ウマー- umu-a 

(→umaa-) 
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 酔う uu bjuu- ビュー- bjuu·u- 

(→bjuu-) 

ビューイ bjuu·i- ビャー bjuu·a 

(→bjaa-) 

   ビューヅ- *bjuu·ž-     

4-i 読む m jum- ユムﾟ- jum·φ- ユミ- jum·i- ユマ- jum·a- 

4-ii 眠る 

 

vv 

 

nivv- ニヴ- 

 

nivv·φ-  

(→niv-) 

ニヴヴィ- 

 

nivv·i- 

 

ニヴヴァ- 

 

nivv·a- 

 

4-iii 切る 

 

ž 

 

kž- 

 

キヅ- 

 

kž·φ- 

 

キヅヅィ- 

 

kž·i-  

(→kžži-) 

キヅヅァ- 

 

kž·a- 

(→kžža-) 

一段型 

（I） 

1 探す i tumi- トゥミ（ヅ）- tumi·ž- 

(→tumi(ž)-) 

トゥミ- tumi·φ- トゥミ- tumi·φ- 

2 「来る」の敬語 

 

ee 

 

mmee- 

 

ンメー（ヅ）- 

 

mmee·ž- 

(→mmee(ž)-) 

ンメー-／ンメイ- 

 

*mmee·(i)- 

(→mmee-/mmei-) 

ンメー- 

 

mmee·φ- 

 

「する」の敬語、尊敬接辞 a 

 

(s)ama- 

 

（サ）マ（ヅ）- 

 

(s)ama·ž- 

(→(s)ama(ž)-) 

（サ）マイ- 

 

*(s)ama·i- （サ）マ- 

 

(s)ama·φ- 

 

不規則 いる r 

 

 

 

ur- 

 

 

 

ウヅ- 

 

ウ- 

 

ur·ž- 

(→už-) 

*ur·φ- 

(→u-) 

ウリ- 

 

 

 

ur·i- 

 

 

 

ウラ- 

 

 

 

ur·a- 

 

 

 

ii *mii-     ミー mii·φ- 

ある r ar- アヅ- ar·ž- 

(→až-) 

アリ- 

 

ar·i- 

 

アラ- 

 

ar·a- 

 

  ア- 

 

*ar·φ- 

(→a-) 

    

SP *njaa-     ニャー *njaa- 
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 降る ff ff- ッフ- ff·ɨ- ッフィ- ff·i- ッファ- ff·a- 

r *fɨr- フヅ／フー 

 

*fɨr·(ž)- 

(→fɨz-/fɨɨ-) 

フリ- 

 

*fɨr·i- 

 

フラ- 

 

*fɨr·a- 

 

  知る・知っている r ssjuur- 

 

ッシューヅ- 

 

ssjuur·ž- 

(→ssjuuž-) 

ッシューリ- 

 

ssjuur·i- 

 

ッシュー

ラ- 

 

*ssjuur·a- 

 

ッシュー- 

 

*ssjuur·φ- 

(ssjuu-) 

    

ss *ss-   ッシ- ss·i- ッサ- ss·a- 

  死ぬ n sɨn- スン- sɨn·φ- スニ- sɨn·i- スナ- sɨn·a- 

i *síni-   スニ- *sɨni·φ-   

  来る ž 

 

kž- 

 

キヅ- 

 

kž·φ- 

 

キヅヅィ- 

 

kž·i- 

(→kžži-) 

  

SP *kuu-     クー- *kuu- 

する ii sii- シー（ヅ）- sii·(ž)- シー- sii·φ- シー- sii·φ- 

ss *ss- ッス- ss·ɨ- ッシ- *ss·i-   

SP *sɨɨ- スー- *sɨɨ-     

名詞述語 コピュラ r 

 

 

 

r 

jar- 

 

 

 

*ar- 

ヤヅ- 

 

ヤ- 

 

アヅ- 

jar·ž- 

(→jaž-) 

jar·φ- 

(→ja-) 

*ar·ž- 

(→až-) 

*ar·φ- 

(→a-) 

ヤリ- jar·i- ヤラ- 

 

 

 

アラ- 

jar·a- 

 

 

 

*ar·a- 

〔凡例：1 つの基幹のみ持っている語幹を SP（特殊語幹）と呼ぶ。また、*はその語幹／基幹が不規則であることを表す。〕 
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1. 動詞の活用の特徴 

(1) 活用型と語類の対応 

久松方言の規則動詞は大きく「三段型動詞（VIII）」

と「一段型動詞（VI）」の 2 種類に分けられる。VIII

にはおおよそ a 類（「書く」など日本語古典語の四段

活用動詞）が所属するほか、b 類の「着る」「蹴る」

（日本語古典語の一段活用動詞）や形容詞の動詞化

接辞もこの型である。一方、VIにはおおよそ b 類（「煮

る」「起きる」など日本古典語の一・二段動詞）が属

する。 

VIII は、基幹 1 における語幹に後続する母音によ

って、さらに 4 つのグループに分けられる。また、

基幹 2 と基幹 3 は、それぞれ語幹に母音·i と·a が後

続することによって形成される。 

グループ 1（VIII(1)）の動詞語幹は k、g、p、b、r で

終わり、基幹母音·ž が後続することによって基幹 1

が形成される。本稿では、語幹が r 以外で終わるも

のをグループ 1-i（VIII(1-i)）とし、規則的な r 語幹動

詞をグループ 1-ii（VIII(1-ii)）とする。また、VIII(1-ii)は

後述の形態音韻規則 (1) の「//r// 削除」が適用され

る。ただし、「トゥヅ-」（取る）という r 語幹動詞の

み、基幹 2 でも、//r// が脱落することが可能である。

また、形容詞を動詞化する接辞「カヅ-」は、基幹 1

は「カヅ-」（基幹母音·ž あり）と「カ-」（基幹母音な

し）の 2 種類ある点で、規則的な r 語幹動詞と異な

るため、グループ 1-iii（VIII(1-iii)）とする（「2. 形容詞・

形容名詞述語・名詞述語の活用の特徴」も参照）。 

グループ 2（VIII(2)）の動詞語幹は s、z、t、f で終

わり、基幹母音·ɨ が後続することによって基幹 1 が

形成される。ただし、唯一、z で終わる「アン（ズ）

-」（言う・歌う）という動詞は、過去形と条件形 1 の

ときにのみ、「ズ」が脱落することが可能である。 

グループ 3（VIII(3)）の動詞語幹は母音 a、u で終わ

り、·u が後続することによって基幹 1 が形成される。

本稿では、VIII(3)において、語幹が母音 a で終わるも

のをグループ 3-i（VIII(3-i)）とし、母音 u で終わるも

のをグループ 3-ii（V III(3-ii)）とする。ただし、V III(3-ii)

の「ビュー」（酔う）の基幹 1 は例外的に「ビューヅ

-」になることが可能である。 

グループ 4（VIII(4)）の動詞語幹は成節子音 m、n（不

規則動詞「死ぬ」）、vv、ž で終わり、基幹 1 は語幹

に母音が後続することはないため（本稿では·φ で示

す）、語幹と同じである。本稿では、語幹が m、n で

終わるものをグループ 4-i（VIII(4-i)）とし、vv で終わ

るものをグループ 4-ii（VIII(4-ii)）とし、ž で終わるも

のをグループ 4-iii（VIII(4-iii)）とする。また、vv 語幹

の動詞（VIII(4-ii)）は後述の形態音韻規則（6）「//v// 削

除」が適用され、ž 語幹の動詞（VIII(4-iii)）は形態音韻

規則（7）「最小音韻語規則」と（8）「/ž/ の挿入」が

適用される。 

一方、VIは、すべて·ž が動詞語幹に後続すること

によって基幹 1 が形成される。また、VIは 2 つのグ

ループに分けることが可能である。グループ 1 の動

詞（VI(1)）は語幹が i で終わり（受身形の場合は ee

で終わり）、基幹 2 と基幹 3 は基幹母音がなく、語幹

と同じである。ただし、形態音韻規則（2）の「//ž// 

削除」で述べるように、ほとんどの場合、基幹 1 の

·ž が脱落することが可能である。一方、グループ 2

の動詞（VI(2)）は「来る」の敬語である「ンメー-」

と「する」の敬語・尊敬接辞である「（サ）マ-」の 2

語がある。この 2 語は基幹 2 に基幹母音 i が出現す

ることがあり、命令形が接辞「-ル」を取らず、「-チ」

を取るのが特徴的である。ただし、「ンメー-」の基

幹 2 は基幹母音·i の出現は任意であるが、出現する

場合、「ンメイ-」になる。一方、「（サ）マ-」の基幹

2 は基幹母音の出現·i は義務的であり、「（サ）マイ-」

になる。 

また、本稿では、本報告書全体の執筆方針の都合

上、陶（2023）における不規則動詞の認定方法とは

異なり、2 種類の語幹があるもののみを不規則動詞

とする。不規則動詞は、コピュラを含め、計 7 個あ

る。コピュラ以外の動詞は「動詞の活用の特徴」で

記述し、コピュラは「名詞述語の活用の特徴」で記

述する。 

なお、基幹の表層形は、語幹に基幹を形成するた

めの母音がつく。また、一部の基幹は、ある形態音

韻規則が適用されて、はじめてできる。「動詞（コピ

ュラを含む）の基幹形」の表においては、（→ ）で

基幹の表層形を示す。 

本稿の記述において、基幹の形成にかかわる形態

音韻規則は以下のとおりである。なお、以下の形態

音韻規則は陶（2023）を参照している。 

（1）//r// 削除：//r// で終わる語幹に·ž または子音で

始まる屈折接辞がつく場合、//r// が削除される。 
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・ヌーヅ（乗る） 

nuuž //nuur·ž-Ø// 

（2）//ž// 削除：VIの基幹 1 は、文末の位置に現れ、

過去接辞「-ター」のような非過去形でない場合や、

非過去形であっても、名詞を修飾する場合など、文

末でない位置に現れる場合は、//ž// の削除が任意に

起こる。一方、文末の位置に現れ、かつ非過去形で

ある環境においては、//ž// が削除されない。 

・ミー（ヅ）ター（見た） 

mii(ž)taa //mii·ž-tar// 

・ミー（ヅ） ピヅトゥー（見る人） 

mii(ž) pžtu //mii·ž-Ø pžtu// 

・｛ミーヅ／×ミー｝（見る） 

{miiž /×mii} //mii·ž-Ø// 

（3）//t// の破擦音化：//t// で終わる非拡張語幹に 

//ɨ// と //i//（あるいは //j//）で始まる接辞がつくと、

//t// は /c/ として実現される。 

・タツ（立つ） 

tacɨ //tat·ɨ-Ø// 

（4）同母音連続化：基底形では //au//、 //ua//、 //ia// 

の連続があれば、表層形ではそれぞれ /oo/、 /aa/、 

/jaa/ になる。 

・コー（買う） 

koo //ka·u-Ø// 

・ユカーディ（休む、休もう） 

jukaadi //juku·a-di// 

（5）母音連続削除：3 つ以上の同じ母音が連続する

場合は、母音を 2 つまで削除しなければならない。

一方、2 種類の母音が 3 つ以上連続する場合

（//ViViVj//、//ViVjVj//、//ViViVjVj//）の場合、重複し

ている母音を重複しないところまで削除した上で、

（4）の「同母音連続化」の規則が適用される。（た

だし、//ViViVj// において、//Vj// が //i// の場合を除

く。） 

・ビャーン（酔わない） 

bjaan //bjuu·a-n//（bjuuan → bjaaan → bjaan） 

 ・ビューイ（酔って、酔え） 

  bjuui //bjuu-i// 

（6）//v// 削除：//vv// で終わる語幹に、母音で始ま

る接辞が後続しなければ、//v// が 1 つ削除され、/v/ 

と実現される（下地 2018: 28-29 の分析に従う。） 

・ニヴター（眠った） 

nivtaa //nivv·φ-taa// 

（7）最小音韻語規則：最小音韻語は 2 モーラ以上で

なければならない。そのため、語幹が 1 モーラで、

かつ基幹母音がなく、非過去接辞 -Ø が後続する場

合は、基底形でも 1 モーラであるが、表層形では 2

モーラにならなければならない。 

・キヅー（切る） 

kžž //kž·φ-Ø// 

（8）/ž/ の挿入：久松方言では、/CžV/ という音節

構造は存在しない。そのため、基底形で //CžV// の

構造がある場合は、表層形で /ž/ を 1 つ挿入し、

/Cž.žV/（CV 成節子音.CV）のような音節構造にする必

要がある（//Cž-V// → /CžžV/）。 

・キヅヅァディ（切る、切ろう） 

kžžadi //kž·a-di// 

 

(2) 各活用形の特徴 

〈断定非過去形〉 

断定非過去形は基幹 1 に非過去接辞 -Ø がつくこ

とによって形成され、表層形は基本的に基幹 1 と同

じである。 

 ・ズーユ カキヅ。（字を書く。） 

ただし、VIII(4-iii)の「切る」は、基幹 1 は 1 モーラ

の「キヅ-」であるが、形態音韻規則（7）の「最小音

韻語規則」により、断定非過去形は 2 モーラの「キ

ヅー」にならなければならない。 

  ・ケーキユ ｛キヅー／×キヅ｝。（ケーキを切る。） 

また、VI の断定非過去形の基幹 1 の基幹母音「·

ヅ」は、文末にある場合は省略できないが、その後

に助詞などが後続する場合は省略可能である。以下

は「ミーヅ（見る）」の例である（cf. 形態音韻規則

（2））。 

・テレビユ ｛ミーヅ／×ミー｝。（テレビを見

る。） 

・テレビユ ミー（ヅ）ナ？（テレビを見るの？） 

また、VIII(1-iii)の「形容詞の動詞化接辞」、および不

規則動詞「いる」「ある」の場合は、「-カヅ」「ウヅ」

「アヅ」以外に、最もよく使われる「-カー」「ウー」

「アー」というような形式もある。そして、VIII(3-ii)の

「酔う」は規則的な基幹 1「ビュー」がある一方、

「ビューヅ」という不規則な形式も存在する。 

不規則動詞「降る」の断定非過去形については、
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ff- という規則的な VIII(2)語幹から作られた「ッフ」

という形式がある一方、共通語から借用されたと考

えられる VIII(1-ii)語幹 fɨr- から作られた「フヅ」とい

う形式もある。また、「ヅ」が「フ」の母音 //ɨ// に完

全同化されてできた「フー」という形式もある。 

不規則動詞「来る」については、VIII(4-iii)の「切る」

と同じように、2 モーラの「キヅー」になる。また、

不規則動詞「する」については、規則的である VI(1)

語幹 sii- から作られた「シーヅ」以外に、VIII(2)語幹

ss- と特殊語幹 sɨɨ- から作られた「ッス」と「スー」

という形式もある。 

無意志動詞の非過去形は非過去の出来事を表す

ことができる。 

・アッツァ アミヌドゥ ッフ。（明日雨が降

る。） 

また、存在動詞や、動詞の可能形などの非過去形

は、状態を表す。 

・カマンドゥ ヤマヌ アー。（向こうに山があ

る。） 

・プカンカイ イディルバドゥ ミーレーヅ。

（外に出れば見られる。） 

その他、習慣や一般事実を表す用法がある。 

・カヤ マイニツ テレビユ ミーヅ。（彼は毎

日テレビを見る。） 

・ハルンカイ ナヅチカー、パナヌドゥ サキ

ヅ。（春になれば桜が咲く。） 

ただし、共通語とは異なり、未来の行動に対する

意志や予定などを表す用法としてほとんど使われな

い。 

〈断定過去形〉 

 断定過去形は基幹 1（多くの場合、断定非過去形

と同形式）に過去接辞「-ター」がついて構成される。 

・ホンヌ ユムﾟター。（本を読んだ。） 

ただし、VIII(4-iii)の「切る」のように、断定過去形

で形態音韻規則（7）の「最小音韻語規則」が適用さ

れ1モーラ分延長する基幹1は、過去接辞がつくと、

2 モーラ以上になるため、「最小音韻語規則」が適用

されない。 

・ケーキユ ｛キヅター／×キヅーター｝。（ケー

キを切った。） 

VIの断定過去形は、「ヅ」が省略できる。 

・テレビユ ミー（ヅ）ター。（テレビを見た。） 

 また、VIII(1-ii)の r 語幹動詞の断定過去形は「ヅ」を

省略する話者もいるが、省略することを許容しない

話者もいる。 

・デンシャンカイ ヌー（ヅ）ター。（電車に乗

った。） 

・ヅヅゥー トゥ（ヅ）ター。（魚を捕った。／

魚を釣った。） 

VIII(2)の「言う・歌う」の断定過去形は、規則的な

形式「アンズター」がある一方、例外的に「ズ」が

脱落した「アンター」の形式もある。 

 不規則動詞「降る」の断定過去形は「ッフター」

と「フ（ヅ）ター」がある一方、「フヅター」の「ヅ」

が「タ」の子音 /t/ に完全同化されて、「フッター

（fɨttaa）」という形式もある。 

・アミヌ ｛ッフター／フター／フッター｝。（雨

が降った。） 

〈推量非過去形〉 

 推量非過去形は接辞「-ムﾟ」を基幹 1 に後続させ

る。 

「-ムﾟ」は琉球語学ではいわゆる m 語尾と呼ばれ

るものであり、古典日本語の「書かむ」の「む」と

同じ起源だと考えられる（上村 1992）。久松方言の

「-ムﾟ」は、「推量」「意志」「婉曲」など古典日本語

の「む」と似たような意味を持つ。意志動詞の「-ムﾟ」

は意志を表すが、あまり使われていないようだ。一

方、非意志動詞の「ムﾟ」は推量を表すことが多い。 

・キューヌ ユネーンナ カレーユ ツフムﾟ

ドー。（今日の夜はカレーを作るよ。）【意志】 

・キューヌ ユネーンナ コンサートヌ ア

（ヅ）ムﾟドー。（今日の夜は（多分）コンサ

ートがあるよ。）【推量】 

 ただし、推量と婉曲の境界があいまいで、場合に

よっては一つの文で「推量」と「婉曲」を同時に解

釈することが可能である。上の「推量」の例文の場

合、コンサートがあるかどうか確実ではないが、あ

る可能性が大きいと解釈でき、また、断定非過去の

「アー／アヅ」より確実性が低く、柔らかく（婉曲

に）聞こえる。 

 そのほか、終助詞「パズ」を断定非過去に後続さ

せる形式もある。「パズ」は共通語の「はず」と同根

の形式であるが、久松方言では、「だろう」という推

測の意味を表す終助詞的な意味で使われている。 
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・ピンギー ピター ヤマゴー ツカフンドゥ 

ウーパズ。（逃げて行った泥棒は近くにいる

だろう。） 

〈推量過去形〉 

 推量過去形は接辞「-タムﾟ」を基幹 1 に後続させ

る。これは過去接辞「-ター」と m 語尾の「ムﾟ」か

らなっている形式である。 

 「-タムﾟ」が使われる場合は、主に「婉曲」を表

す。 

・アシュー フォータムﾟナ？（昼ご飯を食べた

の？） 

 「フォータムﾟ」という表現は、親が子どもに対し

て使う場合が多く、断定過去の「フォーター」より

愛情や気遣いがあるように聞こえる。 

一方、「パズ」は、断定非過去だけでなく、断定過

去にも後続し、過去の推量を表す。 

・タローヌ キヅターパズ。（太郎が来ただろう。） 

〈命令形〉 

命令形は、VIIIの動詞語幹に命令接辞「-i」が付き

（すなわち表層形は基幹 2 と同じ）、VI の動詞語幹

に命令接辞「-ル」が付くことによって形成される。 

・ズーユ カキ。（字を書け。） 

・プコー ミール。（外を見ろ。） 

ただし、VIII(1-ii)の「取る」は規則的な命令形「トゥ

リ」がある一方、r が脱落した「トゥイ」という不規

則な命令形もある。 

・ヅヅゥー ｛トゥリ／トゥイ｝。（魚を釣れ。） 

VI(2)の「来る、いる」の敬語と「する」の敬語・尊

敬接辞の命令形は、例外的な接辞「-チ」が語幹につ

き、それぞれ「ンメーチ」と「（サ）マチ」になる。

また、「ンメーチ」は「ンメチ」と発音されることも

ある。 

・ウマンカイ ンメ（ー）チ。（ここへいらっし

ゃいませ。） 

・ユクイサマチヨー。（おやすみなさいね。／お

休みくださいね。） 

 不規則動詞「死ぬ」の命令形は、VIII(4-i)の語幹「ス

ン-」と V I (1)の語幹「スニ-」の二つの語幹が使われ

ることが可能である。そのため、命令形はそれぞれ

「スニ」と「スニル」である。 

 不規則動詞「来る」の命令形は「クー」である。

また、不規則動詞「する」の命令形は語幹「シー-」

から作られた「シール」と語幹 ss- から作られた「ッ

シ」があるが、語幹「スー-」から作られた命令形は

存在しない。 

〈禁止形〉 

禁止形は基幹 1 に接辞「-ナ」がつくことによって

形成される。 

・ズーユ カキヅナ。（字を書くな。） 

ただし、基幹 1 が 1 モーラの「切る（キヅ-）」と不

規則動詞「来る（キヅ-）」は、そのまま基幹 1 に接辞

「-ナ」が後続する以外に、2 モーラまで延長された

断定非過去形「キヅー」に、接辞「-ナ」が後続する

こともある。 

・ウマンカイ キヅ（ー）ナ。（ここに来るな。） 

〈意志形〉 

意志形は、VIIIの場合は、基幹 3 に「-ア」「-ディ」

がつくことによって形成される。VIの場合は、基幹

3 に「-ヨー」「-ディ」がつくことによって形成され

る。ただし、「-ヨー」がつく場合は、「トゥミヨー→

トゥミョー（探す、探そう）」「ミーヨー→ミョー（見

る、見よう）」のように音が交替することもある。ま

た、「-ディ」に終助詞「ヤー」や「ドー」などの終助

詞が後続し、「-ア」「-ヨー」に「イ」や「ヤー」など

が後続することが可能である。また、「来る」の敬語

「ンメー-」、および「する」の敬語・尊敬接辞「（サ）

マ-」には、「-ディ」がつくことは可能であるが、「-

ヨー」がつくことはできない。 

すべての形式は意志と勧誘を表すことが可能で

ある。 

・ホンヌ ｛ユマディ（ヤー）／ユマー（ヤー）｝。

（本を読む、本を読もう。） 

・プカンカイ ｛イディディ（ヤー）／イディ

ヨー（ヤー）／イデョー（ヤー）｝。（外に出る、

外に出よう。） 

ただし、「-ディ」は、平叙文のみならず、疑問文で

使われることも可能であり、相手の意志を聞いたり、

相手を勧誘することを表すことが可能である。 

・ホンヌ ユマディナ？（本を読むの？、本を

読もうか。） 

・プカンカイ イディディナ？（外に出るの？、

外に出ようか。） 

また、「-ディ」は「-ディチ（ドゥ） ウー」（縮約

形：ッジュー）の形式で、ある動作がこれから起こ



全国方言文法辞典資料集(8) 活用体系(6) オンライン先行公開版 

20 

 

ること（将然）を表すことが可能である。 

・アミヌ ｛ッファディチドゥー／ッファッジ

ュー｝。（雨が降ろうとしている。） 

・カイガドゥ ｛イカディチ ウー／イカッジ

ュー｝。（彼が行こうとしている。） 

〈予定・義務形〉 

予定・義務形は形式名詞「ガマタ」が基幹 1 につ

くことによって形成され、予定と義務をあらわす。 

・アグンカイ イデョー ガマタ。（友達に会う

予定だ。）【予定】 

・ヴヴァタガドゥ イキヅ ガマタ。（あなたたち

が行くべきだ。）【義務】 

ただし、VIII(4-iii)の「切る」と不規則動詞の「来る」

は断定非過去形のみならず、基幹 1 の「キヅ-」にも、

「ガマタ」がつくことが可能である。下地（2018）

では、この「形式名詞は、文法化の途上にあり、屈

折接辞化しつつある」と述べられており、「二次的屈

折接辞」と呼ばれている（下地 2018: 69–71、100–101）。

本稿では、基本的に断定非過去形につく場合の「ガ

マタ」を形式名詞と分析するが、「切る」と「来る」

のように 1 モーラの基幹 1 につく「-ガマタ」を名詞

化接辞と分析する。 

・タローヤ アッツァ ｛キヅー ガマタ／キヅ

ガマタ｝。（太郎は明日帰ってくる予定だ。） 

そのほか、名詞化接辞「-ムﾟタ」が基幹 1 につき、

予定と義務を表すことも可能であるが、ごく一部の

話者しか使用しないようであり、この形式を知らな

い話者も多くいる。また、この接辞は「ガマタ」の

縮約形だと考えられ、意味・機能は「ガマタ」とほ

ぼ同じである。 

・アグンカイ イデョームﾟタ。（友達に会う予

定だ。）【予定】 

・ヴヴァタガドゥ イキヅムﾟタ。（あなたたちが

行くべきだ。）【義務】 

この形式で使われる場合、不規則動詞「する」に

ついては、「シー（ヅ）ムﾟタ」「（ッ）スムﾟタ」の形

式があるが、「スー-」という基幹に「-ムﾟタ」がつい

た「スームﾟタ」という形式はない。 

・ウヌ スグトゥーバ ヴヴァタガドゥ ｛シ

ーヅムﾟタ／（ッ）スムﾟタ／×スームﾟタ｝。

（この仕事はあなたたちがやるべきだ。） 

また、「義務」の意味で使われる場合は、いずれの

形式も、その否定（～すべきではない）は、主題助

詞「ヤ」とコピュラの否定形「アラン」によって作

られる。 

・ヴヴァタガドゥ ｛イキヅ ガマター アラン

／イキヅムﾟター アラン｝。（あなたたちが行

くべきではない。） 

〈連体非過去形〉 

連体非過去形は、断定非過去形とほぼ違いはない。

いずれも基幹 1 に非過去接辞 -Ø がつくため、表層

形は基本的に基幹 1 と同じである。 

 ・ズーユ カキヅ ピヅトゥ。（字を書く人。） 

また、VIは連体非過去形の場合、基幹 1 の基幹母

音「·ヅ」が省略可能である。以下は「ミーヅ （見

る)」の例である（cf. 形態音韻規則（2））。 

・テレビユ ミー（ヅ） ピヅトゥ。（テレビを

見る人。） 

〈連体過去形〉 

 連体過去形は断定過去形と同形である。いずれも

基本的に基幹 1（多くの場合、連体非過去形と同形

式）に過去接辞「-ター」がついて構成される。 

・ホンヌ ユムﾟター ピヅトゥ。（本を読んだ

人。） 

〈中止形 1〉 

 VIIIの中止形 1 は語幹に「-i」がつくことによって

形成される（すなわち表層形は基幹 2 や命令形と同

じである）。一方、VI(1)の中止形 1 は語幹と同形であ

るが、VI(2)の中止形 1 は「-i」が必要な場合がある（ン

メー- は任意的に「-i」を必要とし，サマ- は義務的

に「-i」を必要とする）。ただし、VIIIと VI(1)はいずれ

も中止形 1 の表層形では、1 モーラ伸びることがあ

りうる。 

中止形 1 は付帯状況と継起を表すことが可能であ

るが、その用法は付帯状況に偏っている。 

・ティーユ フリ（ー） アスキ ウー。（手を

振って歩いている。） 

また、中止形 1 は補助動詞を後続させることも可

能である。以下の例では、「サーヅ（連れる）」の中

止形 1「サーリ」の後に、「イキヅ（行く）」の中止形

1「イキ」が付き、さらに補助動詞の「フィー-（くれ

る）」が後続している。 

・サーリ イキ フィールヨー。（連れて行って

くださいよ。） 
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VIIIの「カ-（買う）」「ファ-（食べる）」「ウ-（追う）」

「ビュー-（酔う）」や、VIの「ミー-（見る）」、不規

則動詞、「ンメー-（「来る」の敬語）」「サマ-（「する」

の敬語・尊敬接辞）」、「シー-（する）」など、語幹が

i 以外の母音で終わるか長音で終わる動詞は、中止

形 1 はさらに 1 モーラ伸びることはない。 

〈中止形2〉 

中止形 2 は、動詞の基幹 2 に接辞「-ッティ」がつ

くことによって形成される。中止形 2 も同様に付帯

状況と継起を表すことができるが、その用法は継起

に偏っている。この場合、「カラ」が後続することも

多い。 

・ウプニュー キヅヅィッティ（カラ） ユディ

ル。（大根を切ってから茹でなさい。） 

「-ッティ」は「-シティ」になることもある。 

 また、「-シティ」「-ッティ」は、不規則動詞「いる」

と「ある」の語幹「ウ-」「ア-」が 1 モーラ伸びるこ

とを要求し、「ウーッティ」「アーッティ」になるこ

とも可能である。それ以外に、不規則動詞「いる」

は「ウティ」、不規則動詞「する」は「シティ」とい

う形式も持つ。 

VIII(1-ii)の「取る」については、「トゥリッティ」と

いう規則的な形式がある一方、/r/ が脱落した「トゥ

イッティ」という形式もある。 

〈仮定形 1〉 

仮定形 1 は、接辞「-チカー」が基幹 1 につくこと

によって形成される。 

・シュクダイユ シーチカー アッピヅガ イ

カレー。（宿題をしたら遊びに行ける。） 

また、VIII(1-iii)の「カ-（形容詞の動詞化接辞）」、VIII(4-

iii)の「キヅ-（切る）」および不規則動詞の「キヅ-（来

る）」「ア-（ある）」「ウ-（いる）」など基幹 1 が 1 モ

ーラの動詞に「-チカー」がつくと、基幹 1 が任意に

1 モーラ伸びることも可能であり、「カ（ー）チカー」

「キヅ（ー）チカー」「ア（ー）チカー」「ウ（ー）チ

カー」になる。 

VIII(2)の「アン（ズ）-（言う・歌う）」は、断定／

連体過去形と同じように、「チカー」が後続する場合、

基幹 1 の「ズ」が脱落し、「アンチカー」になること

も可能である。 

また、「チカー」のほかに、「チカラー」「ツカー」

「ツカラー」などの形式もある。 

〈仮定形2〉 

 仮定形 2 は、接辞「-バ」がいずれかの基幹につく

ことによって形成される。ただし、使われる基幹が

基幹 1 または基幹 2 の場合は、仮定節の出来事は実

現可能であるというニュアンスがある。一方、基幹

3 が使われる場合は、仮定節の出来事はほぼ実現不

可能であるというニュアンスがある。以下の例文で、

「ユクーバ」「ユクイバ」が使われると、「今日は休

むことができる。そして、休んだあと体調がよくな

る」という意味になる。一方、「ユカーバ」が使われ

ると、「今日は休むことができないが、もし休めるの

であれば、体調がよくなる」という意味になる。 

・キューヤ ｛ユクーバ／ユクイバ／ユカーバ｝ 

ドゥーヌ カヅフ ナヅ。（今日は休めば体

が軽くなる（=体調がよくなる）。） 

VIはすべての基幹に「-バ」が後続できる以外、基

幹 2 または基幹 3 に「-ルバ」が後続することも可能

である。 

・プカンカイ ｛イディヅバドゥ／イディバド

ゥ｝ ミーレー。（外に出れば見れるよ。） 

・プカンカイ ｛×イディヅルバドゥ／イディ

ルバドゥ｝ ミーレー。（外に出れば見れる

よ。） 

VIII(1-ii)の「取る」については、「-バ」が基幹 2 につ

く場合は、「トゥリバ」以外に、「トゥイバ」という 

/r/ が脱落した形式もある。 

VIII(1-iii)の「カ-（形容詞の動詞化接辞）」、VIII(4-iii)の

「キヅ-（切る）」および不規則動詞の「キヅ-（来る）」

「ア-（ある）」「ウ-（いる）」など基幹 1 が 1 モーラ

の動詞に「-バ」がつくと、基幹 1 が常に 1 モーラ伸

びて、「カーバ」「キッーバ」「アーバ」「ウーバ」に

なる。 

不規則動詞「降る」については、「ff-」と「fɨr-」の

2 つの語幹があるが、基幹 3 が使われる場合は、「fɨr-」

が使えない（つまり、「フラバ」という言い方はない）。

これは、「fɨr-」が共通語から借用された語幹と考え

られ、すべての活用に完全には適用されていないた

めだと考えられる。 

不規則動詞「死ぬ」は、VIIIの語幹「スン-」と VI

の語幹「スニ-」の両方を持っているが、この場合、

VIIIの基幹 1「スン-」で作られた「スニバ」のみなら

ず、VIの基幹 1「スニ-」で作られた「スニルバ」と
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いう形式も持つ。 

〈同時形〉 

 同時形は基幹 1 に「-シャーナ」がつくことによっ

て形成される。 

・アンズシャーナ ブドゥヅ。（歌いながら踊

る。） 

 「-シャーナ」は VIII(4-iii)の「切る」の基幹 1「キヅ

-」が 1 モーラ伸びることを要求することがあり、「キ

ヅシャーナ」以外に、「キヅーシャーナ」になることも

ある。また、「-シャーナ」は不規則動詞「いる」の基

幹 1「ウ-」が 1 モーラ伸びることを常に要求し、「ウ

ーシャーナ」になり、「ウシャーナ」という形式はな

い。 

 また、「-ガツナ」という接辞もあるが、あまり使

われない。「-ガツナ」も基幹 1 につくが、VIII(4-iii)の

「切る」の基幹 1「キヅ-」、不規則動詞「いる」の基

幹 1「ウ-」が 1 モーラ伸びることを常に要求し、そ

れぞれ「キヅーガツナ」「ウーガツナ」になる。また、

不規則動詞「する」の「ッス-」という基幹 1 に「-ガ

ツナ」がつくことは不可能である。 

なお、動作動詞のみ同時形を持ち、瞬間動詞や移

動動詞などには同時形がない。 

〈理由形 1〉 

理由形 1 は仮定形 2 と同形式であるが、基幹 3 が

使われない。また、理由形 1 がつく動詞は、断定非

過去と同様に、意志や予定を表すことがほとんどな

く、存在や可能の状態、習慣、一般事実などを表す

ことが多い。 

・マイニツ ジュクンカイ ｛イキヅバ／イキバ｝ 

アスピヅ ジカンナ ニャーン。（毎日塾に行

くので遊ぶ時間はない。） 

 なお、「ア-（ある）」「ウ-（いる）」「カ-（形容詞の

動詞化接辞）」は「アリバ」「ウリバ」「カリバ」とい

う基幹 2 が使われる形式より、「アーバ」「ウーバ」

「カーバ」という基幹 1 が使われる形式が多用され

る。一方、それ以外の動詞、例えば「イキヅ（行く）」

の場合は、「イキヅバ」という基幹 1 が使われる形式

より、「イキバ」という基幹 2 が使われる形式が多用

される。 

〈理由形2〉 

 理由形 2 はもっぱら 1 人称の意志を表すため、意

志動詞のみが持つ形式である。理由形 2 は、基幹 3

に「-ッジャバ」がつくことによって形成される。な

お、この「-ッジャバ」は、意志接辞「-ディ」とコピ

ュラの理由形「ヤバ」が 1 音韻語になった形式であ

る。 

・タクシュー アビリ ウカッジャバ、パーガ

リーチ ビョーインカ ピり。（タクシーを

呼んでおくから、早く病院へ行きなさい。） 

〈逆接形〉 

 逆接形は動詞の断定（非）過去形に接続助詞「ス

ゥガ」がつくことによって形成される。この場合、

焦点助詞の「ドゥ」が「スゥガ」のあとに現れるこ

とが多い。 

・ッシュースゥガドゥ ナラーサン。（知ってい

るけど、教えない。） 

 また、文末で「スゥガヤー」という形式で、反実

仮想や後悔を表すことも可能である。下の例は、中

止形 1「コー」に焦点助詞「ドゥ」、および不規則動

詞「する」の過去形「スター」が付き、さらに、ス

ゥガヤーが続く構造をとっている。 

・ンナピッツァ ヤスカーチカー コードゥス

タースゥガヤー。（もっと安かったら買えた

のに。） 

〈目的形〉 

 目的形は基幹 1 に接辞「-ガ」がつくことによって

形成され、後ろに移動動詞が現れる。ただし、後ろ

の移動動詞は省略されることもある。 

・バンター エーガ ミーガ （イカディ）。（私

たちは映画を見に行く。） 

また、1 モーラの基幹 1 を持つ VIII(4-iii)の「キヅ-（切

る）」のあとに後続する場合は、基幹は必ず 1 モーラ

伸びる。 

・ケーキユ ｛キヅーガ／×キヅガ｝ イカディ。

（ケーキを切りに行く。） 

〈譲歩形〉 

譲歩形は VIII の基幹 2 または基幹 3 に「-バンマ

イ」、VIの基幹 2 または基幹 3 に「-ルバンマイ」が

つくことによって形成される。 

・｛ユミバンマイ／ユマバンマイ｝ ッサレーン。

（読んでもわからない。） 

・ミールバンマイ ッサレーン。（見てもわから

ない。） 

また、「-バンマイ」「-ルバンマイ」は「-バーマイ」
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「-ルバーマイ」になることもある。「ユミバンマイ」

「ユマバンマイ」「ミールバンマイ」は「ユミバーマ

イ」「ユマバーマイ」「ミールバーマイ」になること

が可能である。 

さらに、「-バンマイ／-バーマイ」「-ルバンマイ／

-ルバーマイ」の「ル」「バ」「ルバ」が落ちることも

ある。そのため、「ユミバンマイ」「ユマバンマイ」

「ユミバーマイ」「ユマバーマイ」は「ユミンマイ」

「ユマンマイ」「ユミーマイ」「ユマーマイ」になり、

「ミールバンマイ」は「ミーバンマイ」「ミールンマ

イ」「ミーンマイ」「ミーバーマイ」「ミールーマイ」

「ミーマイ」になることが可能である。 

なお、「ミー-」はすでに長音を持つ基幹であるた

め、「-ーマイ」がつくとき、「ー」が 1 つ削除され、

「ミーマイ」になるが、「トゥミ-（探す）」のような

長音を持たない基幹の場合は、そのまま「トゥミー

マイ」になる。 

不規則動詞「降る」は、語幹「fɨr-」で作られる「フ

リーマイ」と「フリンマイ」という形式は存在しな

い。また、不規則動詞「死ぬ」は、VIIIの語幹「スン

-」でも VI の語幹「スニ-」でも譲歩形が作られる。

不規則動詞「する」は語幹「シー-」でのみ譲歩形が

作られる。 

また、中止形 2 のあとに「-マイ」がつく譲歩形も

存在する。ただし、不規則動詞「いる」と「する」

の場合は、中止形 2 にそれぞれお「ウティ」と「シ

ティ」という形式はあるが、これらの形式で作られ

る譲歩形はない。 

・ベンキョー ｛シーッティマイ／×シティマ

イ｝ セーセキヌ アガラン（勉強しても成

績があらがない。） 

〈否定形〉 

 否定形は、非過去の場合は基幹 3 に「-ン」がつく

ことによって形成され、過去の場合は、基幹 3 に「-

ダムﾟ」がつくことによって形成される。 

・ホンヌバ ユマン。（本を読まない。） 

・ホンヌバ ユマダムﾟ。（本を読まなかった。） 

VIII(i-iii)の「形容詞の動詞化接辞」は「-カラン／カ

ラダムﾟ」という否定形になることはできない。この

場合、共通語の「～くは」に相当する「ッファ」に、

「ない／なかった」に相当する「ニャーン／ニャー

ダムﾟ」が後続する「-ッファ ニャーン／-ッファ 

ニャーダムﾟ」の形式になる。ただし、「く」に相当

する「フ」に「ニャーン／ニャーダムﾟ」が後続する

「-フ ニャーン／-フ ニャーダムﾟ」の形式を使う

話者もいる。 

・｛タカッファ／タカフ｝ ニャーン。（高くな

い。） 

・｛タカッファ／タカフ｝ ニャーダムﾟ。（高く

なかった。） 

 不規則動詞「いる」の否定形は「ウラン／ウラダ

ムﾟ」と、「ミー-」で作られた「ミーン／ミーダムﾟ」

の 2 つの形式がある。不規則動詞「ある」の否定非

過去形は「ニャーン／ニャーダムﾟ」になり、「ar-」

で作られた「アラン／アラダムﾟ」という形式はない。

不規則動詞「知る」の否定非過去形は「ss-」で作ら

れた「ッサン／ッサダムﾟ」と「ssjuur-」で作られた

「ッシューラン／ッシューラダムﾟ」の 2 形式があ

る。不規則動詞「来る」の否定非過去形は「クー-」

で作られた「クーン／クーダムﾟ」になり、不規則動

詞「する」の否定非過去形は「シー-」で作られた「シ

ーン／シーダムﾟ」という形式のみである。 

また、否定形関連の形式もいくつかある。ここで

は「否定意志形」「否定中止形」「否定仮定形」「否定

理由形」「否定譲歩形」の 5 つの形式を紹介する。 

否定意志形は、語幹に「-アンマ／-アーマ」（表層

的には VIIIの基幹 3 に「-ンマ／-アマ」、VIの基幹 3

に「-アンマ／-アーマ」）がつくことによって形成さ

れ、意志の否定を表す。ただし、この二種類の形式

のうち、「-アーマ」のほうがごく一部の話者にしか

使用されていないようであり、この形式を知らない

話者も多くいる。 

 VIIIは以下のようになる。 

・ホンヌ ｛ユマンマ／ユマーマ｝。（本を読ま

ない、本を読むまい。） 

 VI の語幹に「-アンマ／-アーマ」がつく場合は、

「トゥミアンマ／トゥミアーマ→トゥミャーンマ／

トゥミャーマ（探さない、探すまい）」「ミーアンマ

／ミーアーマ→ミャーンマ／ミャーマ（見ない、見

るまい）」のような音の交替が義務的に起こる。また、

久松方言では、/jaa/ が /ee/ になることもあるので、

「トゥミャーンマ／トゥミャーマ」「ミャーンマ／ミ

ャーマ」が「トゥメーンマ／トゥメーマ」「メーンマ

／メーマ」になることもある。 
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・テレビユ ｛ミャーンマ／メーンマ／ミャー

マ／メーマ｝。（テレビを見ない、テレビを見

るまい。） 

 不規則動詞「来る」と「する」の否定意志形はそ

れぞれ「コーンマ／コーマ」「シャーンマ／シェーン

マ／シャーマ／シェーマ」になる。 

 また、「-アンマ／-アーマ」には「婉曲」と思われ

る意味もある。 

・ケーキヤ アー ッスナ？―ンニャ ニャー

ンマ。（ケーキはある？―もうないよ。） 

・ウユ ッシューナ？―ッサンマ。（これ知って

いる？―知らない。） 

 以上の「ニャーンマ」「ッサンマ」は、否定非過去

形の「ニャーン」「ッサン」より柔らかく（婉曲に）

聞こえるという。 

 否定中止形は基幹 3 に接辞「-ダナ（シ）」「-ダン

シ」「-ダムﾟシ」がつくことによって形成される。 

・シュクダイユ ｛カカダナ（シ）／カカダン

シ／カカダムﾟシ｝ ガッコーンカイ イキヅ

ター。（宿題を書かずに学校に行った。） 

 否定仮定形は仮定形 1 の否定形であり、基幹 3 に

「-ダカ（ラ）ー」がつくことによって形成される。 

・ムヌー ファーダカ（ラ）ー ドゥーユ ヤ

マスドー。（ご飯を食べなければ体を壊すよ。） 

VIII(1-iii)の「形容詞の動詞化接辞」は、「-フ ニャー

ン」または「-ッファ ニャーン」における「ニャー

ン」を否定仮定形 1 の「ニャーダカ（ラ）ー」にす

ることによって形成される。 

・｛ピヅグルフ／ピヅグルッファ｝ ニャーダカー 

プカンカイ イディヨー。（寒くなければ外

に出よう。） 

不規則動詞「いる」は、「ウラダカ（ラ）ー」以外

に、「ミー-」という語幹／基幹を使う「ミーダカ（ラ）

ー」という形式もある。不規則動詞「ある」は、「ア

ラダカ（ラ）ー」という形式が使われず、「ニャー-」

という特殊な語幹／基幹が使われ、「ニャーダカ（ラ）

ー」という形式になる。不規則動詞「来る」は、「ク

ー-」という語幹／基幹が使われ、「クーダカ（ラ）

ー」という形式が使われる。また、「する」は、「シ

ー-」という語幹／基幹のみが使われ、「シーダカ（ラ）

ー」になる。 

 否定理由形は理由形の否定形であり、否定形にコ

ピュラの理由形「ヤバ」が後続することによって形

成されると考えられる。ただし、「否定形基幹＋ヤバ」

の形式ではあまり使われず、否定形の「-ン」の音素 

/n/ が「ヤバ」の前にコピーされる「ニャバ」の形式、

または「ニバ」の形式がよく使われる。 

・ピヅグルフ ｛ニャーンニャバ／ニャーンニバ｝ 

プカンカイ イディヨー。（寒くないので外

に出よう。） 

・ジンヌ ニャーンニャバドゥ カーレーン。

（お金がないから買えない。） 

 否定譲歩形は否定中止形に「-マイ」がつくことに

よって形成される。 

・ナーユ ｛カカダナマイ／カカダナシマイ／

カカダンシマイ／カカダムﾟシマイ｝ ゾー

ブン。（名前を書かなくてもいい。） 

 また、基幹 3 に「-ニャーンマイ」がつく否定譲歩

形もある。 

・ナーユ カカニャーンマイ ゾーブン。（名前

を書かなくてもいい。） 

ただし、不規則動詞「ある」の否定譲歩形は、否

定中止形のあとに「-マイ」がつく「ニャーダナ(シ)

マイ」「ニャーダンシマイ」「ニャーダムﾟシマイ」以

外に、「ニャーンマイ」「ニャーバーマイ」「ニャーン

バンマイ」などの特殊な形式もある。 

〈丁寧形〉 

久松方言では、丁寧形はない。ただし、丁寧さを

表すために、「推量非過去形」「推量過去形」のよう

な、いわゆる m 語尾「-ムﾟ」が使われる形式を使う

ことが可能である。 

〈使役形〉 

 VIII の使役形は基幹 3 に「-ス」または「-シミヅ」

がつき、VIの使役形は基幹 3 に「-シミヅ」のみがつ

くことが可能である。また、接辞「-ス」は VIII(2)の活

用パターンに準じて活用し、接辞「-シミヅ」は VI(1)

の活用パターンに準じて活用する。 

・オカーガドゥ ウトゥトゥンカイ マッチャ

ガマンカイ ｛イカスター／イカシミター｝。

（お母さんが弟に店に行かせた。）【VIII：イキ

ヅ-「行く」】 

・カユー ｛×キヅムイディサスター／キヅムイ

ディシミター｝。（彼を怒らせた。）【VI：キヅム

イディ-「怒る」】 
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VIII(1-iii)の「形容詞の動詞化接辞」は、「-カラス」と

いう使役形のみあり、「-カラシミヅ」という使役形

はない。 

・ホンヌ ニーユ ｛タカカラシ／×タカカラ

シミル｝。（本の値段を高くしなさい。） 

不規則動詞「来る」の使役形は「クーシミヅ」で

あり、不規則動詞「する」の使役形は「シーシミヅ」

になる。また、久松方言保存会（2020: 265）では、

「する」の使役形として「シミヅ」という形式も載

っているが、許容しない話者もいる。 

・ウイン シミル。（この人にさせなさい。）（久

松方言保存会 2020: 265） 

〈受身形〉 

動詞の受身形は、VIII は基幹 3 に「-レーヅ」が付

き、VIは基幹 3 に「-ラレーヅ」がつくことによって

形成される。ただし、「-ラレーヅ」が VIII(2)の r 語幹

動詞（「ヌーヅ（乗る）」、「トゥヅ（取る）」「ウー／

ウヅ（いる）」、「ッシュー（ヅ）（知る）」）につく場

合は、基幹 3 の「ラ」が脱落することが多く、VIに

つく場合は、「-ラレーヅ」の「ラ」が脱落することが

多い。また、「-（ラ）レーヅ」は VIの活用パターン

に準じて活用する。 

・タローヤ ウトゥトゥンドゥ タタカレータ

ー。（太郎は弟に叩かれた。） 

・コーラヤ ウトゥトゥンドゥ ｛トゥラレー

ター／トゥレーター｝。（コーラは弟に取られ

た。） 

なお、いわゆる間接受身（迷惑受身）は基本的に

作れないが、「ッファレーター／フラレーター（降ら

れた）」のように、作れるものもわずかにある。ただ

し、不規則動詞「降る」の場合は、ほかの r 語幹動

詞のように、「ラ」が脱落した「フレーター」という

形式はない。 

・×ヤマグンカイ ヅヅァレーター。（意図：泥

棒に入られた。） 

・アミンカイ ｛ッファレーター／フラレータ

ー／×フレーター｝。（雨に降られた。） 

〈可能形〉 

動詞の可能形は受身形と同じであり、VIIIは基幹 3

に「-レーヅ」が付き、VI は基幹 3 に「-（ラ）レー

ヅ」がつくことによって形成される。 

また、VIの断定非過去形は文末にある場合、基幹

母音の「·ヅ」が省略できないことをすでに言及した。

しかし、「-（ラ）レーヅ」は VIに準じて活用するに

もかかわらず、断定非過去形として文末にあっても、

「·ヅ」が省略されることが可能である。 

・シュクダイユ シーチカー、アッピツガ イカ

レー（ヅ）。（宿題をしたら、遊びに行ける。） 

なお、可能の意味で使われる場合は、述語焦点形

の「-（ラ）レードゥス」の形で使われることが多い。

この形は可能接辞の「-（ラ）レー」に、焦点助詞の

「ドゥ」と軽動詞「する」の接語形「ス」が後続す

ることによって形成された形式である。なお、動詞

の述語焦点形は動詞の断定非過去形が焦点化した形

式である。すでに「断定非過去形」で言及したよう

に、断定非過去形は意志や予定を表すことがほとん

どなく、存在や可能の状態、習慣、一般事実などを

表すことが多い。また、そのため、述語に焦点が来

る場合（できることが問題となるのではなく、その

ことができるかどうかという能力の有無が問題とな

る場合）、この形式が使われることが一般的である。 

・ウヌ ッファガマー ンナマ ヤラビガマスガ

ドゥ、ムズカス ズーユバ カカレードゥス。（その

子はまだ小さいけど、難しい字が書ける。） 

また、不規則動詞「来る」の可能形は「クー（ラ）

レー（ヅ）」である。 

〈尊敬形〉 

尊敬形はさまざまな形式がある。まず、VIIIの尊敬

形は基幹 3 に「-マヅ」がつくことによって形成され、

VIの尊敬形は基幹 3 に「-サマヅ」がつくことによっ

て形成されることが多い。また、「-（サ）マヅ」は命

令形以外、VIとほぼ同じ活用をするため、本稿では

VI(2)に分類する。 

・シンシーガ カカマヅ。（先生がお書きにな

る。） 

・シンシーガ プカンカイ イディサマター。

（先生が外にお出になった。） 

そのほか、VIII はすべての基幹に「-サマヅ」がつ

くことができ、VIは基幹 3（または基幹 2）のみなら

ず、基幹 1 にも「-サマヅ」がつくことができる。た

だし、「キヅ-（切る）」のような 1 モーラの基幹の場

合は 2 モーラにして「-サマヅ」を付ける必要がある。 

・シンシーガ ウヌ ロンブンヌ ｛カキヅサマ

ヅ／カキサマヅ／カカサマヅ｝。（先生がその
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論文をお書きになる。） 

・シンシーガ プカンカイ ｛イディヅサマタ

ー／イディサマター｝。（先生が外にお出にな

った。） 

 ただし、VIIIの基幹 1、VIのすべての基幹に「サマ

ヅ」がつく場合、基幹のあとに焦点助詞（平叙文：

ドゥ、肯否疑問文：ユ）がつくことがある。この場

合の「サマヅ」を接辞ではなく、語と分析する。 

・シンシーヤ ホンヌ ユムﾟドゥ サマター。

（先生は本をお読みになった。） 

・ミー（ヅ）ユ サマディナ？（ご覧になりま

すか。） 

 また、受身形（尊敬を表すと考えられる）に「-サ

マヅ」がつく二重敬語の形式も見られる。 

・ッサレーサマヅン？（ご存じですか。） 

・ミーラレーサマター。（ご覧になった。） 

不規則動詞「来る」の敬語と「する」の敬語にも

尊敬形がある。「来る」の敬語の尊敬形は「ンメー（ヅ）

サマヅ」「ンメー（ヅ）ドゥ サマヅ」以外に、「ン

メー（ラ）レーサマヅ」のように三重敬語の表現も

ある。「する」の敬語の尊敬形は「（サ）マ（ラ）レ

ー（ヅ）」になる。以下の「ユママレーター」（動詞

「ユム」＋尊敬接辞「-（サ）マ」＋受身敬語「-（ラ）

レー」）は「ユマレーサマター」（動詞「ユム」＋受

身敬語「-（ラ）レー」＋尊敬接辞「-（サ）マ」）に

言い換えることも可能である。 

・キューヌ シンブンヌバ ｛ユママレーター

／ユマレーサマター｝？（今日の新聞はお読

みになった？） 

不規則動詞「知る」の尊敬形は VI語幹の「ssjuur-」

で作られた「ッシューラマヅ」「ッシューラサマヅ」

「ッシューサマヅ」「ッシュードゥ サマヅ」などが

一般的である。また、VIII 語幹の基幹 3 で作られた

「ッサ（サ）マヅ」という形式はないが、基幹 2 で

作られた「ッシ（ー）サマヅ」という形式も使われ

る。 

VIII(3)の「ファ-（食べる）」の敬語形は「ンキギヅ」

「ンキギ（ヅ）サマヅ」「ンキギ（ヅ）ドゥ サマヅ」

になる。 

・ンキギサマチ。（召し上がってください。） 

〈継続形〉 

継続形は、中止形 1 にアスペクト補助動詞「ur-」

が後続する形式であり、動作動詞（継続動詞）に後

続すれば「進行」を表し、変化動詞（瞬間動詞）に

後続すれば「結果状態」を表すことが一般的である。

「ur-」は本動詞として使われる場合、「いる」という

意味である。「いる」という動詞にはVIII(1-ii)語幹「ur-」

と VI 語幹「ミー-」の 2 つの語幹があるが、アスペ

クト補助動詞として使われる場合は、VIII語幹のみが

使われる。 

・タローヤ ホンヌ ユミ ウー。（太郎は本を

読んでいる。）【進行】 

・ズーンカイ ウティ ウー。（地面に落ちてい

る。）【結果状態】 

・タチ ｛ウラダナシ／×ミーダナシ｝ ウマ

ン ビヅヅィル。（立っていないてそこに座

れ！） 

ただし、中止形とアスペクト補助動詞「ur-」の断

定非過去形「ウー」が 1 つの音韻語になることが多

い。 

・タローヤ ホンヌ ユミュー。（太郎は本を読

んでいる。） 

また、存在動詞にも継続形がある。存在動詞の継

続形は、現在または恒常の状態や、気づき（発見・

想起）などを表すことが可能であり、断定非過去形

と置き換えることが可能である。 

・カマンドゥ コショースター タクシーヌ 

｛アリュー／アー｝。（あそこに故障したタク

シーがある。）【現在の状態】 

・ア！トゥミ ウター ムヌヌドゥ ウマン 

｛アリュー／アー｝。（あっ！探していたもの

がこんなところにあった。）【発見】 

・ア、マンチ！タナヌ ナカンドゥ コースヌ 

｛アリュー／アー｝。（あっ、そうだ！棚の中

にお菓子があった。）【想起】 

ただし、存在動詞の断定非過去形は未来の存在も

表すことができる。この場合は、継続形とは置き換

えられない。 

・タローヤ アッツァマイ ウマンドゥ ｛ウ

ーパズ／×ウリューパズ｝。（太郎は明日もこ

こにいるだろう。） 

また、中止形のあとに焦点助詞「ドゥ」がつき、

さらに「ウー」が後続する場合がある。この場合は

「ドゥ」と「ウー」が「ドゥー」という 1 つの音韻
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語になることが多い。 

・タローヤ ホンヌ ユミドゥー。（太郎は本を

読んでいる。） 

なお、不規則動詞「降る」については、語幹「ff-」

で作られた「ッフィ ウー／ッフュー」という形式

のみ存在し、語幹「fɨr-」で作られた「フリ ウー／

フリュー」という形式はない。 

〈希望形〉 

希望形は、基幹 1 と「ブス」（形容詞語幹）が複合

した形、および基幹 3 に接辞「-バー／-ルバー」がつ

く形式がある。 

基幹 1 と「ブス」が複合した複合形容詞は、自立

型の形容詞（「2. 形容詞・形容名詞述語・名詞述語の

活用の特徴」を参照）と同じ活用をし、「実現可能な

ことをこれからしたい」という意味を表す。  

・プカンカイ イディ（ヅ）ブス。（外に出たい。） 

・ミャークンカイ イキヅブスカー。（宮古に行

きたい。） 

ただし、基幹 1 が 1 モーラの場合は、2 モーラに

なる必要がある。 

・マタ ミャークンカイ キヅーブスカー。（ま

た宮古に来たい。） 

一方、「-（ル）バー」は、VIIIの基幹 3 につく場合

「-バー」になり、VI の基幹 3 につく場合は「-ルバ

ー」または「-バー」になり、「実現が難しいことが実

現できたらどれほど良いだろう」という意味を表す。 

ただし、「-（ル）バー」が使われる場合は、終助詞

「イ」「ヤー」がつくことが多い。終助詞がつく場合、

「-（ル）バーイ」「-（ル）バーヤー」にならず、「-

（ル）バイ」「-（ル）バヤー」になる。 

・ジンヌ ヤマカサ ｛アラバー／アラバイ／

アラバヤー｝。（お金がたくさんあればいい

ね。） 

〈のだ形〉 

久松方言では、共通語の「のだ」に相当する形式

はない。 

 

2. 形容詞・形容名詞述語・名詞述語の活用の特徴 

久松方言の形容詞・形容名詞述語・名詞述語の活

用の特徴は連続的であり、形容詞の一部は形容名詞

と似たような活用パターンをなし、また、形容名詞

の一部は名詞と似たような活用パターンをなしてい

るため、本稿ではまとめて記述する。また、久松方

言の形容詞・形容名詞述語については、陶（2020）

を大きく参照している。 

久松方言の形容詞は大きく非自立型と自立型の 2

種類に分けられる。（陶（2020, 2021, 2022）では、非

自立形式／自立形式や、非自立形容詞／自立形容詞

と呼ばれている）。非自立型の形容詞は基本的に 2 モ

ーラ以下であり（cf. 陶 2021）、形容詞単独形（その

ままの形式、例えば、「ンマ（美味しい）」）で述語に

なることができず、叙述接辞「-ムヌ」を付してコピ

ュラの補語となる「叙述形」（例：「ンマムヌ」）や、

動詞化接辞「-カヅ」を付す「動詞形」（例：「ンマカ

ー」）になる必要がある（形容詞活用表「美味しい」

および、動詞の活用表「形容詞の動詞化接辞」を参

照）。そのほか、名詞が後続したり（例：「ンマ ム

ツ（美味しい餅）」）、重複したり（例：「ンマーンマ」）

することでコピュラの補語になることも可能である。

一方、自立型の形容詞は基本的に 3 モーラ以上であ

り（cf. 陶 2021）、形容詞単独形で述語（コピュラの

補語）になることが可能である。 

また、形容詞には、接辞「-サ」で感嘆を表す自分

自身の体による感覚を表す形容詞（「アツ（暑い）」

「スプタヅ（汗だく）」など）、形容詞専用指小辞「-

ッツァ」が後続することが可能な形容詞（「イミ（小

さい）」「マル（短い）」「カギ（きれいだ）」「ヤラ（柔

らかい）」「ヤラビ（子供っぽい）」など）、具格助詞

「シ」が後続することが可能な形容詞（「オー（青い）」

「ンー（似ている）」「ピャー／ペー（速い）」のよう

に長音を持つ形容詞）などの種類もある。 

名詞は、コピュラを後続させ、述語になることが

可能である。 

一方、形容名詞については、基本的に名詞と同じ

であるが、自立型の形容詞の特徴を併せ持つ「ガン

ズゥー」（健在だ、元気だ、丈夫だ）のようなものも

あれば、名詞とのみ同じ特徴を持つ「ジョートゥ」

（とても良い）のようなものもある。「ガンズゥー」

の場合は、「ガンズゥー（ドゥ） ヤター（丈夫だっ

た）」「ガンズゥーヌ ピヅトゥ（丈夫な人、元気な人）」

のように、名詞と同じ活用パターンであるが、「ガン

ズゥーカター」「ガンズゥー ピヅトゥ」のように、

自立型の形容詞と同じ活用パターンも併せ持ってい

る。一方、「ジョートゥ」の場合は、自立型の形容詞
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の活用パターンを持たない。 

〈断定非過去形〉 

非自立型の形容詞は形容詞単独形では、断定非過

去形が作れないため、叙述形や動詞形などを使う必

要がある。ただし、叙述形のあとのコピュラは断定

非過去形では現れない。 

また、動詞形は、名詞項に焦点助詞がつくことが

多いことに対し、それ以外の形式は、名詞項に主題

助詞がつくことが多い（Koloskova & Ohori 2008、下

地 2018、林 2013、陶 2022）。 

・ウヌ リョーリヤ ｛ンマ リョーリ／ンマ

ムヌ／ンマーンマ｝。（その料理はおいしい。） 

・ウヌ リョーリヌドゥ ンマカー。（その料理

がおいしい。） 

その他、「イミ（小さい）」「マル（短い）」「ヤラビ

（子供っぽい）」「カギ（きれい）」「ヤラ（柔らかい）」

など、「小ささ」「清潔さ」「気持ちよさ」を表す一部

の形容詞のみに形容詞専用の指小辞「-ッツァ」が後

続し、コピュラやアスペクト補助動詞「ur-」の補語

になることが可能である。 

・ウヌ キーヤ イミッツァ。（その木は小さか

った。）【コピュラの補語】 

・ウヌ キーヤ イミッツァドゥ ウー。（その

木は小さい。）【アスペクト補助動詞「ur-」の

補語】 

また、長音を持つ非自立型の形容詞は、具格助詞

「シ」とアスペクト補助動詞「ur-」を後続させるこ

とが可能である。 

・クマヌ インマ ウカース オーシドゥ ウ

ーヤー。（ここの海はとても青いね。）（陶 2020: 

89） 

一方、自立型の形容詞は上記の形式以外に、単独

でコピュラの補語になることが可能である。同様に、

断定非過去形では、コピュラが現れない。 

・ハナコー キヅムカギ。（花子は優しい。） 

また、形容名詞と名詞はコピュラの補語として振

る舞う。 

・ウヌ ツクイヤ ガンズゥー。（その机は丈夫

だ。） 

・ハナコー シンシー。（花子は先生だ。） 

 なお、非自立型の形容詞は形容詞単独形では叙述

用法を持たないが、終助詞「ヤ（ね）」「ガ（疑問詞

疑問）」「ナ（肯否疑問）」が後続することで述語とな

ることが可能である（cf. 久松方言保存会 2020: 25、

陶 2021）。 

・ウヌ インナ イミヤー。（その犬は小さい

ね。） 

〈断定過去形〉 

断定過去形については、コピュラの補語を取る形

式は、コピュラを断定過去形「ヤター／ヤヅター」

にし、動詞化接辞「-カー／-カヅ」がつく形式は、過

去形の「-カター／-カヅター」にすれば良い。また、

コピュラの補語となる名詞に、焦点助詞「ドゥ」が

後続する場合もある。 

・ウヌ リョーリヤ ｛ンマ リョーリ（ドゥ） 

ヤター／ンマムヌ（ドゥ） ヤター／ンマー

ンマ（ドゥ） ヤター｝。（その料理はおいし

かった。）【非自立型の形容詞】 

・ウヌ リョーリヌドゥ ンマカター。（その料

理がおいしかった。）【非自立型の形容詞】 

・ハナコー ｛キヅムカギ（ドゥ） ヤター／キ

ヅムカギ ピゥトゥ（ドゥ） ヤター／キヅム

カギムヌ（ドゥ） ヤター／キヅムカギーキヅ

ムカギ（ドゥ） ヤター｝。（花子は優しかっ

た。）【自立型の形容詞】 

・ウヌ ツクイヤ ガンズゥー（ドゥ） ヤタ

ー。（その机は丈夫だった。）【形容名詞】 

・ウヌ ツクイヌ ガンズゥーカター。（その机

が丈夫だった。）【形容名詞】 

・ハナコー シンシー（ドゥ） ヤター。（花子

は先生だった。）【名詞】 

〈推量非過去形〉 

推量非過去形は、動詞と同じように、接辞「-ムﾟ」

がつく形式と終助詞「パズ」がつく形式がある。 

コピュラに「-ムﾟ」がつく場合は、「ヤムﾟ／ヤヅ

ムﾟ」になり、動詞化接辞に「-ムﾟ」がつく場合は「-

カムﾟ／-カヅムﾟ」になる。意味的には動詞と同じよ

うに、「推量」と「婉曲」の意味がある。 

また、陶（2020: 138）では、久松方言の「-カムﾟ」

に警告の用法があると報告されている（Koloskova & 

Ohori（2008: 629）では、平良方言の「-カムﾟ」にも

警告の用法があると報告されている）。しかし、「熱

い」にあたる「アツカー」も警告の意味で使われる

ことがあり、話者によると「アツカムﾟ」は「アツカ
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ー」より柔らかく聞こえるというため、この「-ムﾟ」

は警告の用法より、婉曲の用法と分析したほうが妥

当であろう。 

・アツカムﾟ。（熱い。） 

・ウヌ ピヅトー シンシー（ドゥ） ヤムﾟ。

（その人は先生でしょう。） 

また、「パズ」の場合はそのまま「断定非過去形」

のあとにつく。 

・ウヌ ピヅトー シンシーパズ。（その人は先

生だろう。） 

〈推量過去形〉 

 推量過去形は、動詞と同じように、「-タムﾟ」を動

詞化接辞の基幹 1 に後続させる形式と、終助詞「パ

ズ」をコピュラの断定過去形に後続させる形式があ

る。 

・アツカタムﾟ。（熱かったです。） 

・ウヌ ピヅトー シンシー（ドゥ） ｛ヤタムﾟ

／ヤターパズ｝。（その人は先生だったでしょ

う。） 

〈感嘆形〉 

 すべての形容詞・形容名詞・名詞は単独形で感嘆

を表すことが可能である。 

・アツ！（熱い／暑い！） 

・イヴ！（重い！） 

 そのほか、自分自身の体による感覚を表す形容詞

は、接辞「-サ」がつくことによって感嘆形を作るこ

とも可能である。 

・アツサ！（暑い！） 

・スプタヅサ！（汗だくになって気持ち悪い！） 

〈連体非過去形〉 

形容詞は形容詞単独形で名詞を修飾することが

可能である。 

・イミ イン。（小さい犬。） 

また、動詞化接辞「-カー／-カヅ」で名詞を修飾す

る場合は、全体集合の中の、ある部分集合に限定す

る意味合いが強い（陶 2022）。例えば、以下の例文

では、赤いカード（1 枚あるいは全部）のみを選ん

で、ほかのカードを選ばないというニュアンスが強

い。 

・ウヌ ナカカラ アカカー カードー イラ

ビ！（その中から赤いカード（のみ）を選び

なさい。） 

そのほか、形容詞単独形と動詞化接辞「-カー／-カ

ヅ」がつく形式以外の形式（重複形、「-ッツァ」形、

「シ」形）は、属格助詞「ヌ」で名詞を修飾するこ

とが可能である。 

・イミーイミヌ イン。（小さい犬。） 

・イミッツァ（ガマ）ヌ イン。（小さい犬。） 

・オーシヌ イムﾟ。（青い海。） 

形容名詞は名詞と同じように、属格「ヌ」で名詞

を修飾する。 

・ガンズゥーヌ ツクイ。（丈夫な机。） 

・シンシーヌ ホン。（先生の本。） 

また、「ガンズゥー」のような自立型の形容詞の特

徴を併せ持つものは、形容詞と同様に、属格を経ず

に名詞を修飾することが可能である。 

・ガンズゥー ツクイ。（丈夫な机。） 

ただし、名詞述語の場合は、「先生である人」のよ

うな「コピュラ＋名詞」のような用法は、久松方言

には存在しない。この場合、「シンシーバシ ウー」

などの形式（【継続形】を参照）など別の形式で表す。 

・×シンシー ヤヅ ピヅトゥ。（意図：先生で

ある人。） 

・シンシーバシ ウー ピヅトゥ。（先生である

人。直訳：先生をしている人。） 

〈連体過去形〉 

形容詞の連体過去形については、コピュラの過去

形で名詞を修飾することがあまり使われず、主に「-

カー／-カヅ」の過去形「-カター／カヅター」で名詞

を修飾する。 

・プカラスカター ヤラビピヅカズ。（楽しかっ

た子どもの頃。） 

 一方、形容名詞と名詞は、コピュラの過去形で名

詞を修飾することが可能である。 

・シンシー（ドゥ） ヤター ピヅトゥ。（先生

だった人。） 

〈中止形 1〉 

非自立型の形容詞の中止形 1 は、動詞化接辞の場

合は「-カリ（ー）」になり、コピュラの場合は「バシ

（ー）」になる。なお、この「バシ」の「バ」は、宮

古語諸方言の記述においては、話題標識（コロスコ

ワ 2007）や、非焦点形（林 2013）、非活格（セリッ

ク・林 2017）、第二対格（下地 2018）などとも呼ば

れている。「シ」は動詞「ッス（する）」の中止形 1
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「ッシ」の接語形式である。ただし、本稿では、下

地（2018: 78-79）にしたがって、「バシ（ー）」を動詞

化接辞と分析する。 

・｛アカーアカバシ／アカムヌバシ｝ドゥ カギ

ムヌヤー。（赤くてきれいだ。） 

自立型の形容詞は、単独形にコピュラが後続する

ことも可能であるが、中止形 1 は「単独形＋バシ（ー）」

のような形式はない。 

・ハナコー ｛×キヅムカギバシ（ー）／キヅム

カギーキヅムカギバシ（ー）／キヅムカギムヌ

バシ（ー）｝ ゾー ピヅトゥヤー。（花子は優

しくていい人だね。） 

 形容名詞は基本的に単独形に「バシ（ー）」を後続

させて中止形 1 を作る。 

・ハナコー シンシーバシドゥ シャチョーマ

イ シュー。（花子は先生であって社長でも

ある。直訳：花子は先生をして社長もしてい

る。） 

 ただし、並列を表す場合、中止形 1 より、次の項

目で説明する中止形 2 のほうが多用される。 

〈中止形2〉 

中止形 2 は、動詞化接辞の場合は「-カリッティ」

になり、コピュラの場合は「-バシッティ」になる。 

・アカカリッティドゥ カギムヌヤー。（赤くて

きれいだ。） 

・ハナコー シンシーバシッティドゥ シャチ

ョーマイ シュー。（花子は先生であって社

長でもある。） 

〈仮定形 1〉 

仮定形 1 は、動詞化接辞の場合は「-カーチカ（ラ）

ー／-カ（ヅ）チカ（ラ）ー」になり、コピュラの場

合、「ヤーチカ（ラ）ー／ヤ（ヅ）チカ（ラ）ー」に

なる。 

・スバ ヤチカー ヤスカーベヤー。（そばだっ

たら安いだろう。） 

・タローヤ マナイカーチカー ジョートース

ゥガドゥヤー。（太郎が優しかったらいいのに

なあ。） 

〈仮定形2〉 

仮定形 2 は、動詞化接辞の場合は「-カリバ／-カ

ラバ／-カーバ／-カヅバ」になり、コピュラの場合、

「ヤリバ／ヤラバ／ヤ（ー）バ／ヤヅバ」になる。 

・カヌ ピヅトゥヌ シンシー ｛ヤリバ／ヤラ

バ／ヤ（ー）バ／ヤヅバ｝ シートゥンカマ

イ ヌズゥマレードゥスヤー。（あの人が先

生だったら、（きっと）学生に好かれる（望ま

れる）んだね。） 

〈理由形〉 

形容詞・形容名詞・名詞は理由形が 1 つしかなく、

動詞の理由形 1 に当たる。 

コピュラの理由形は「ヤ（ー）バ／ヤヅバ」であ

り、動詞化接辞の理由形は「-カリバ」と「-カーバ／

カヅバ」の両方がある。 

・カヤ シンシー ヤバ ケーゴ ツカイ！

（彼は先生だから、敬語を使いなさい。） 

・キューヤ ｛ピヅグルカリバ／ピヅグルカーバ｝ 

ンマッツゥ マーシ。（今日は寒いので、火を

つけなさい。） 

〈逆接形〉 

コピュラの逆接形は「ヤ（ー）スゥガ／ヤヅスゥ

ガ」であり、動詞化接辞の逆接形は「カースゥガ／

カヅスゥガ」である。ただし、コピュラの逆接形の

場合は、コピュラ「ヤ（ー）／ヤヅ」を省略するこ

とが可能である。 

・ウヌ キーヤ ｛タカムヌ ヤ（ー）スゥガ

ドゥ／タカムヌ ヤヅスゥガドゥ／タカム

ヌスゥガドゥ｝ カヌ キーヤ ビヅダムヌ。

（この木は高いけど、あの木は低い。） 

・ジンヌ ヤマカサ アチカー ゾーカースゥ

ガヤー。（お金がたくさんあったらいいけど

ね。） 

〈譲歩形〉 

 コピュラの譲歩形に「ヤリバンマイ／ヤラバン

マイ」などがあるほか、「バシッティマイ」という形

式もある。一方、動詞化接辞の譲歩形に「-カリバン

マイ／-カラバンマイ」などがあるほか、「-カリッテ

ィマイ／-カーッティマイ」という形式もある。 

・シンシー ヤラバンマイ ウヌ モンダイユ

バ トゥカレーンパズ。（先生であってもそ

の問題は解けないだろう。） 

〈否定形〉 

 形容詞の否定非過去形は「単独形+ッファ」に、「ア

ヅ／アー（ある）」の否定形「ニャーン」がつくこと

によって形成される。また、共通語の「くは」に相
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当する「ッファ」の代わりに、「く」に相当する「フ」

が使われることもある。 

また、「単独形+名詞」に主題助詞「ヤ」（省略可）

とコピュラの否定「アラン」が後続することによっ

て否定形が作られることも可能である。ただし、自

立型形容詞の単独形は、肯定形の場合はコピュラの

補語になることが可能であるが、否定形の場合は、

そのまま後ろにコピュラの否定形がつくことができ

ない。 

・タローヤ ｛キヅムカギッファ ニャーン／キ

ヅムカギ ピヅトー アラン／×キヅムカゲー 

アラン｝。（太郎は優しくない。） 

 形容名詞・名詞の否定非過去形については、その

ままコピュラの否定非過去形が後続することによっ

て形成される。 

・ウヌ ツクイヤ ガンズゥーヤ アラン。（そ

の机は丈夫な机ではない。） 

・タローヤ シンシーヤ アラン。（太郎は先生

ではない。） 

 一方、否定過去形は、「ニャーン」を「ニャーダムﾟ」

に、「アラン」を「アラダムﾟ」にすることによって

作られる。 

・タローヤ ｛キヅムカギッファ ニャーダムﾟ

／キヅムカギ ピヅトー アラダムﾟ｝。（太郎

は優しくなかった。） 

 ほかに、「否定仮定形」「否定理由形」「否定譲歩形」

などの派生形式もある。 

否定仮定形は「ニャーン」または「アラン」を仮

定形「ニャーダカ（ラ）ー」「アラダカ（ラ）ー」に

することによって形成される。 

・ピヅグルフ ニャーダカー プカンカイ イ

ディディ。（寒くなければ外に出よう。） 

・シンシー アラダカー ウヌ モンダイユバ 

ッサレーンパズ。（先生でなければその問題

はわからないだろう。） 

否定理由形は「ニャーン」を「ニャーン ヤバ／

ニャーンニャバ／ニャーンニバ」に、「アラン」を「ア

ラン ヤバ／アランニャバ／アランニバ」にするこ

とによって形成される。ただし、動詞と同様に、「否

定形＋ヤバ」の形式ではあまり使われず、否定形の

「-ン」の音素 /n/ が「ヤバ」の前にコピーされる「ニ

ャバ」の形式、または「ニバ」の形式がよく使われ

る。 

・ジンムチャー アランニャバ ウヌ クルマ

ユバ カーレーンパズ。（お金持ちではない

ので、その車は買えないだろう。） 

 否定譲歩形は、動詞化接辞「-カヅ／-カー」の場合

は「-カラダナ（シ）マイ／-カラダンシマイ／-カラ

ダムﾟシマイ／カラニャーンマイ」になり、コピュラ

の場合は「アラダナ（シ）マイ／アラダンシマイ／

アラダムﾟシマイ／アラニャーンマイ」になる。 

・シンシー アラダナシマイ ウヌ モンダイ

ユバ シードゥーパズ。（先生でなくても、そ

の問題は知っているだろう。） 

〈なる形〉 

形容詞単独形は、「-フ／-カリ」がついて、さらに

「ナヅ（なる）」が後続することが可能である。「-フ」

を使う場合は、結果に焦点が置かれ、「-カリ」を使

う場合は、進行中の動作・変化に焦点が置かれる。 

「ナヅ（なる）」が後続する場合は、変化の結果を

表すことが多いため、ほとんどの場合「-フ」が使わ

れるが、「ナリュー（なっている）」のように、変化

している最中を表す場合は、「-カリ」が使われる。 

・ティンヌ ｛アカフ／×アカカリ｝ ナヅタ

ー。（空が赤くなった。）【結果】 

・ティンヌ ｛×アカフ／アカカリ｝ ナリ キ

ヅヅィ ウー。（空が（だんだん）赤くなって

きている。）【進行中の変化】 

 そのほかに、重複形は、与格助詞「ン」、方向格助

詞「ンカイ」、具格助詞「シ」が後続し、「なる」を

修飾することも可能であるが、助詞がつかない形式

が最も多用される。 

・｛アカーアカ／アカーアカン／アカーアカン

カイ／アカーアカシ｝（ドゥ） ナヅター。（赤

くなった。） 

一方、形容名詞・名詞の場合は、対格助詞「ン」、

方向格助詞「ンカイ」、「バシ」のいずれかを取って、

「なる」を後続させたり一般動詞を修飾する。 

・｛ジョートゥン／ジョートゥンカイ／ジョー

トゥバシ｝（ドゥ） ナリ ウー。（良くなっ

ている。）（陶 2020: 114、例文を一部改変して

引用） 

 ただし、形容詞の特徴を併せ持った形容名詞は、

対格助詞「ン」または方向格助詞「ンカイ」で「な
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る形」を作ることが不可能であるが、形容詞のよう

に作るか、「バシ」を後続させて作ることが可能であ

る。 

・｛ガンズゥーガンズゥー／ガンズゥーフ／カ

ンズゥカリ／ガンズゥバシ／×ガンズゥー

ン／×ガンズゥーンカイ｝（ドゥ） ナリ ウ

ー。（丈夫になっている。） 

〈副詞形〉 

「なる形」と同様に、形容詞単独形は、「-フ／-カ

リ」がついて、さらに動詞が後続することが可能で

ある。また、「なる形」と同様に、「-フ」は結果に焦

点が置かれ、「-カリ」は、進行中の動作・変化に焦点

が置かれる。以下の例文で、「アカフ」が使われる場

合、完全に赤くなっているニュアンスがあり、「アカ

カリ」が使われる場合、海が赤くなりつつあるニュ

アンスがある（陶 2020: 141-142）。 

・インマ ユーヒンドゥ ｛アカフ／アカカリ｝ 

スゥマリ ウー。（海は夕日に赤く染まって

いる。）（陶 2020: 141、例文を一部改変して引

用）。 

 そのほか、重複形は、与格助詞「ン」、方向格助詞

「ンカイ」、具格助詞「シ」が後続し、動詞を修飾す

ることも可能であるが、「なる形」と同様に、助詞が

つかない形式が最も多用される。 

・｛ヌカーヌカ／ヌカーヌカン／ヌカーヌカン

カイ／ヌカーヌカシ｝（ドゥ） パナシ。（ゆ

っくり話せ。）（陶 2020: 80） 

一方、形容名詞の場合は、対格助詞「ン」、方向格

助詞「ンカイ」、「バシ」のいずれかを取って、動詞

を修飾することが可能である。 

・｛ジョートゥン／ジョートゥンカイ／ジョー

トゥバシ｝（ドゥ） パナシ ウー。（とても

良く話している。） 

 また、「なる形」と同様に、形容詞の特徴を併せ持

った形容名詞は、対格助詞「ン」または方向格助詞

「ンカイ」で一般動詞を修飾することが不可能であ

る 

・ウヌ ツクイヤ ｛ガンズゥーガンズゥー／

ガンズゥーフ／カンズゥカリ／ガンズゥバ

シ／×ガンズゥーン／×ガンズゥーンカイ｝

（ドゥ） ツファレー ウー。（その机は丈夫

に作られている。）（陶 2020: 114、例文を一部

改変して引用） 

〈丁寧形〉 

動詞化接辞には「丁寧形」が存在せず、コピュラ

に「丁寧形」が存在する。コピュラの丁寧形は尊敬

接辞の「-（サ）マ」がつき、「ヤラマヅ」になるが、

尊敬の意味ではなく、丁寧な表現になる。 

・アンシ ヤラマヅターン？（そうでしたか。） 

また、動詞の場合と同様に、「推量非過去形」「推

量過去形」で丁寧さを表すことが可能である。 

〈使役形〉 

動詞化接辞には使役形「-カラス」がある。 

・ホンヌ ニーユ タカカラシ。（本の値段を高

くしなさい。） 

〈継続形〉 

 形容詞は、重複形、動詞化接辞の中止形 1「-カリ」

および自立型の形容詞の単独形に、アスペクト補助

動詞「ur-」がつくことによって継続形を作ることが

可能である。「-カリ ウー」は三人称の感情・感覚

を表す用法があり、それ以外の継続形は「コピュラ」

の述語焦点形として使われるという報告があるが

（陶 2020: 139）、その機能については更なる検討が

必要であると思われる。 

・タローヤ パヴヴゥドゥ ウトゥルスカリ 

ウー。（太郎は蛇を怖がっている。）（陶 2020: 

138） 

一方、形容名詞・名詞の継続形は「バシ ウー」

のようになる。 

・カイガ ミャークン ジューネン ウターバ

ドゥ、ドーリシ ミャークフッツァ ジョー

ズバシ ウー。（彼が宮古に 10 年いたので、

どうりで宮古語は上手だ。） 

〈希望形〉 

 形容詞・形容名詞・名詞は、「ブス」と複合する形

を持たず、「-バ」が後続する形のみを持つ。この場

合、動詞化接辞は「-カラバー」「-カラバイ」「-カラ

バヤー」になり、コピュラは「-ヤラバー」「-ヤラバ

イ」「-ヤラバヤー」になる。 

・バヤ シンシー ヤラバヤー。（僕は先生だっ

たらな。） 

〈のだ形〉 

久松方言では、共通語の「のだ」に相当する形式

はない。 
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